
　
　は
じ
め
に

　
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
序
、
朱
楽
舘
主
人
（
朱
楽
菅
江
）
作
の
『
雑
文
穿

袋
』
に
注
釈
を
施
す
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
上
・
中
・
下
の
三
回
に
分
け
る
。

　
底
本
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ヘ13 03633 0015

）。
小
本
一
冊
。
水

色
表
紙（
退
色
し
灰
色
。
一
六
・
二
×
一
一
・
三
㎝
）。
題
簽
は
左
肩
、子
持
枠
「
雑

文
穿
袋
　
完
」（
九
・
〇
×
二
・
〇
㎝
）。
匡
郭
、
口
絵
一
二
・
八
×
九
・
〇
㎝
、
本

文
一
二
・
七
×
九
・
〇
㎝
。
漢
文
序
は
半
丁
五
行
、
他
は
七
行
罫
入
。
構
成
は
、

見
返
し
（
黄
色
地
に
朱
刷
「
似
山
先
生
著
　
雑
文
穿
袋
　
東
都
書
林
霊
山
堂
」

文
章
星
印
あ
り
）、
口
絵
半
丁
（「
似
山
先
生
像
・
北
尾
重
政
画
）、「
雑
文
穿
袋

序
」（
漢
文
序
）
二
丁
、「
雑
も
ん
せ
ん
袋
序
」（
和
文
序
）
一
丁
半
、
自
叙
一

丁
半
、
本
文
三
十
一
丁
、
跋
一
丁
。
奥
付
半
丁
。
全
三
十
八
丁
半
。
丁
付
は
一

～
二
十
、
廿
一
、
廿
二
、二
十
三
～
三
十
八
。
奥
付
「
牛
込
細
工
町
　
駿
河
屋

藤
助
蔵
版
　
彫
工
　
濱
村
錦
治
」。

　
底
本
の
閲
覧
・
使
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
未
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
い
の
で
大
方
の
ご
批
正
を
乞
う
。

　
翻
刻
凡
例

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
底
本
通
り
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

誤
脱
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
底
本
通
り
に
残
し
、
語
釈
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

一
、
丁
移
り
は
そ
の
丁
の
表
及
び
裏
の
末
尾
に
、
表
で
あ
れ
ば（
壱
オ
）（
八
オ
）、

裏
で
あ
れ
ば
（
壱
ウ
）（
八
ウ
）
な
ど
と
、
底
本
の
丁
付
通
り
の
漢
数
字
と

表
裏
の
略
記
を
組
み
合
わ
せ
て
示
し
た
。
な
お
丁
付
を
欠
く
場
合
は
（
丁
付

防
医
大
進
学
紀
要
　
第
四
十
六
号
　
十
七
─
二
十
七
　
二
〇
二
三

　『雑
文
穿
袋
』
注
釈
稿
（
上
）

	

伴
野

　英
一

 

（
国
語
・
国
文
学
）

（
令
和
四
年
十
二
月
二
十
六
日
受
理
）
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な
し
オ
）
な
ど
と
し
た
。

一
、
句
読
点
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
清
濁
は
底
本
通
り
と
し
た
。
明
ら
か

に
片
仮
名
で
表
記
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
片

仮
名
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
繰
り
返
し
を
表
す
反
復
記
号
な
ど
は
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
置
き
換
え
た
。
た
だ
し
特
記
す
べ
き
だ
と

考
え
る
表
記
に
つ
い
て
は
語
釈
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

一
、
口
絵
は
こ
れ
を
省
い
た
。

一
、
作
品
・
引
用
文
中
に
現
在
の
人
権
意
識
に
そ
ぐ
わ
な
い
語
句
・
表
現
が
あ

る
が
、
歴
史
的
資
料
で
あ
る
原
文
を
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　《
翻
刻
》

攀
二
肉-

林
ニ

一
浴
ス

二
酒-

池
ニ

一
驂
ニ
シ

二
孌-

童
ヲ

一
駕
ス

二
娼-

妓
ニ
平-
生
昼-
寐
夜-

寤
自
ラ
号
ス

二
似-

山
ト

一
果
是
也
（
一
ウ
）

　
　《
語
釈
》

●
攀
―
よ
ず
る
（
よ
づ
）。
何
か
に
取
り
す
が
っ
て
の
ぼ
る
。
す
が
り
つ
く
。

の
意
。「
五ご
が
い
の街

春し
ゆ
ん
し
よ
く色

闘
た
ゝ
か
は
す

二

繁は
ん
く
は
を華

一
。
相あ
ひ

迎
む
か
へ
て

更さ
ら
に

賞せ
う
す

清せ
い
ふ
ん
の芬

好よ
き
を。

各か
く
づ自

争あ
ら
そ
い

攀よ
す

解か
い
ご
の語

花は
な

」（
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
刊
『
吉
原
大
全
』
巻
之
三
）
●
驂

―
そ
え
う
ま
。
四
頭
立
て
の
馬
車
で
外
側
に
配
さ
れ
る
交
代
用
の
馬
。「
驂

ソ
ヘ
ム
マ

乗
替
也
」（『
伊
呂
波
字
類
抄
』）●
孌
童
―
れ
ん
ど
う
。
美
少
年
。
男
色
の
陰
間
・

野
郎
。「
カ
レ
若
年
ヨ
リ
。
孌レ
ン

童
名
娼
ノ
席
ニ
ナ
レ
。
ソ
ノ
ス
ヂ
道
ニ
テ
モ
。

中
〃
欺キ
ヘ
ン騙

ヲ
受
ル
モ
ノ
ニ
テ
ナ
シ
ト
カ
ヤ
」。（
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
刊
『
孔

雀
楼
筆
記
』
巻
之
一
）
●
駕
―
が
す
。（
乗
り
物
に
）
乗
る
。「
ら
ん
よ
し
よ
く

し
や
の
輦く
る
まも
蔦つ
た

の
。
に
し
き
に
織お
り

か
へ
て
。
朝
の
霧
の
ほ
と
り
に
は
。
谷
の
ま

し
ら
の
肩か
た

に
駕か

し
」（
正
徳
五
〈
一
七
一
五
〉
初
演
『
国
性
爺
合
戦
』
せ
ん
だ

ん
女
み
ち
ゆ
き
）
●
似
山
―
に
た
や
ま
。
偽
物
、
ま
が
い
物
の
意
。「
近ち
か
ご
ろ来

出ふ

へ来
る
似に
た

山
の
。
洒し
や
れ
ぼ
ん

落
本
の
た
ぐ
ひ
じ
や
ご
ざ
ら
ぬ
。」（
安
永
七
〈
一
七
七
八
〉

序
『
傾
城
買
指
南
所
』）

　
　《
翻
刻
》

雑
文
穿
袋
序

夫
レ
北
方
ヲ
曰
二
吉-

原
ト

一
南
方
ヲ
曰
二
品-

川
ト

一
東
方
ヲ
曰
二
深-

川
ト

一
西
方
ヲ
曰
二

新-

駅
ト

一
四
夷
ノ
制
度
不
レ
同
カ
ラ
或
ハ
鬋

文
身
終
日
不
ル

二
火
食
粒
食
セ

一
者
（
二

オ
）
有
リ
烏
皆
其
国
ノ
之
風
ニ

而
服
飾
和
味
亦
各-

異
ナ
リ
矣
賓
至
レ
ハ

二
其
ノ
国
ニ

一

則
使
下
二
女
子
ヲ

一
応
対
セ

上
設
ケ

二
美
酒
嘉
酒
ヲ

一
以
テ
尽
ス

二
慇
懃
ヲ

一
能
使
ト

二
レ
客
ヲ

心
酔
セ

一
云
フ
唯
有
二
言
語
不
レ
通
セ
嗜
欲
不
ル
（
二
ウ
）
同
レ
一
自
リ
ハ

レ
非
寄
象
鞮
訳

ニ
一
何
ヲ-

以
カ
得
ン

レ
通
ス
ル
ヿ
ヲ
其
ノ-

志
ニ

一
乎
似
タ-

山
先
生
周
二-

旋
シ
四
方
ニ

一
手
ニ

取
テ

二
鉛-

槧
ヲ

一
以
テ
記
シ

二
方
言
ヲ

一
謄-

二
釈
其
ノ-

意
ヲ

一
遂
ニ
為
二
一
巻
ト

一
後
進
ノ
年

少
熟
二-

読
セ
ハ
此
ノ
書
ヲ

一
則
於
ル

二
四
夷
（
三
オ
）
之
事
ニ

一
其
レ
猶
ヲキ

レ
示
ガ

二
諸
ヲ

掌
ニ

一
乎

倡
門
　
服
袨
遊
撰
　
　
　
　
　
　

印
　
印
（
三
ウ
）
　
　

　
　《
語
釈
》

●
雑
文
穿
袋
―
荻
生
徂
徠
著
の
唐
話
辞
書
『
訳
文
筌
蹄
』（
初
編
：
宝
永
八

〈
一
七
一
一
〉
成
）
の
書
名
を
も
じ
っ
た
。
●
四
夷
―
四
方
の
異
民
族
を
い
う

北
狄
・
南
蛮
・
東
夷
・
西
戎
の
四
夷
を
、
江
戸
の
遊
所
、
新
吉
原
・
品
川
・
深

川
・
内
藤
新
宿
に
あ
て
た
。
以
下
の
行
文
は
『
礼
記
』「
王
制
」
に
よ
る
。「
中

国
戎
夷
、
五
方
之
民
、
皆
有
其
性
也
、
不
可
推
移
。
東
方
曰
夷
、
被
髮
文
身
、

有
不
火
食
者
矣
。
南
方
曰
蛮
、
雕
題
交
趾
、
有
不
火
食
者
矣
。
西
方
曰
戎
、
被

髪
衣
皮
、
有
不
粒
食
者
矣
。
北
方
曰
狄
、
衣
羽
毛
穴
居
、
有
不
粒
食
者
矣
。
中

国
、
夷
、
蛮
、
戎
、
狄
、
皆
有
安
居
、
和
味
、
宜
服
、
利
用
、
備
器
、
五
方
之

民
、
言
語
不
通
、
嗜
欲
不
同
。
達
其
志
、
通
其
欲
　
東
方
曰
寄
、
南
方
曰
象
、

西
方
曰
狄
鞮
、
北
方
曰
訳
」
●
鬋

―
未
詳
。「

」
の
字
は
「

」
の
誤
字

だ
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
切
る
」「
剃
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、「
王
制
」
の

内
容
を
鑑
み
て
も
髪
形
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
●
文
身
―
ぶ
ん
し
ん
。

「
文
」
は
文
様
。
入
れ
墨
の
こ
と
。「
後
世
遊
侠
を
好
む
悪
少
の
文
身
す
る
事

《
略
》も
は
ら
行
は
れ
し
は
い
と
近
き
こ
と
ゝ
み
ゆ
」（『
嬉
遊
笑
覧
』巻
一
之
下
）

●
火
食
・
粒
食
―
か
し
ょ
く
・
り
ゅ
う
し
ょ
く
。「
火
食
」
は
焼
い
た
り
煮
た

り
し
て
物
を
食
べ
る
こ
と
。「
粒
食
」
は
米
な
ど
の
穀
物
を
食
べ
る
こ
と
。

●
和
味
―
わ
み
。
味
を
調
え
る
こ
と
。
調
味
。
●
嗜
欲
―
し
よ
く
。
あ
る
こ
と

を
好
ん
で
欲
す
る
ま
ま
に
し
よ
う
と
す
る
欲
。
●
寄
象
―
未
詳
。
●
鞮
訳
―
て

い
や
く
。
夷
狄
の
語
の
通
訳
の
意
。
●
鉛
槧
―
え
ん
ざ
ん
。
文
筆
に
携
わ
る
こ

と
。
詩
文
を
書
く
こ
と
。
●
方
言
―
こ
こ
で
は
、あ
る
特
定
の
職
業
や
場
所
（
遊

里
）
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
の
意
。「
し
か
し
予
は
当
時
の
流は
や
り行
方は
う
げ
ん言
を
知し

ら
ず
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
初
葉
南
志
』
序
）
●
倡
門
服
袨
遊
―
儒
者
、

服
部
蘇
門
（
享
保
九
〈
一
七
二
四
〉
～
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉）
の
号
、
蘇
門

服
天
游
を
も
じ
っ
た
も
の
。

　
　《
翻
刻
》

雑
も
ん
せ
ん
袋
序

雛し
ん

妓そ
う

問わ
れ
に

予と
つ
て

曰い
は
く

書し
よ

物も
つ

を
も
よ
む
と
い
ひ
す
．
鼻は
な

毛け

を
も
よ
む
と
い
ひ
す
が
．

は
な
け
と
書
物
は
お
ん
な
じ
物
か
へ
．
予
曰
．
そ
の
や
う
な
あ
と
な
ひ
こ
と
を

い
は
し
や
ん
す
の
が
な
を
い
と
し
ひ
．
と
は
手
め
へ
か
謂い
ゝ

哉か

．
夫そ
れ

書し
よ

の
人
に
益ゑ
き

あ
る
や
．
ち
よ
び
と
よ
め
は
意い

気き

．
た
ん
と
よ
め
は
お
そ
ろ
．
出
せ
は
高こ
う

慢ま
ん

．

出
さ
ね
は
お
く
ゆ
か
し
．
鼻
毛
は
（
四
オ
）
こ
れ
に
異こ
と

な
り
．
延の
ひ

れ
ば
ど
う
か

馬は

鹿か

ら
し
く
．
ぬ
け
は
い
た
く
て
涙な
み
たか

こ
ぼ
れ
る
．
む
か
し
頼ら
い

朝て
う

公こ
う

の
近き
ん

臣し
ん

鼻

毛
の
び
た
り
公こ
う

命め
い

し
て
そ
の
妻め

を
出さ
ら

し
む
．
婦ふ

の
徳と
く

そ
れ
可
つ
ゝ
し
ま

不さ
る

慎へ
け
ん

哉や

．
イ
ヽ

ヱ
イ
ナ
ア
わ
つ
ち
や
そ
ん
な
こ
と
し
り
い
せ
ん
か
．学か
く

と
や
ら
の
あ
る
客
き
や
く

人し
ん

は
．

い
つ
そ
雅お

馴つ

な
こ
と
を
い
ひ
な
ん
す
よ
．
お
つ
な
は
づ
〳
〵
み
ん
な
孔こ
う

子し

の
な

さ
つ
た
こ
と
也
今こ
ん

度と

来
る
時
お
つ
な
書
物
を
や
ら
う
か
．
そ
れ
よ
り
尓こ
の

来か
た

．
く

ん
な
ん
す
か
．（
四
ウ
）
く
ん
な
ん
し
で
．
せ
が
み
こ
ろ
さ
れ
大
こ
ま
り
．
朱

楽
館
主
人
此
書
を
著あ
ら
はす

．
き
や
つ
か
所ゐ
わ

謂ゆ
る

お
つ
な
こ
と
な
り
．
読
書
に
益
あ
り
．

鼻
毛
に
益
あ
り
．
さ
て
は
お
ん
な
し
物
じ
や
よ
ナ
ア
と
両
り
や
う

手て

を
く
ん
て
こ
れ
に

序
す
．

竇と
う

毛も
う

子し

識し
る
す　
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　《
語
釈
》

●
雑
文
穿
袋
―
荻
生
徂
徠
著
の
唐
話
辞
書
『
訳
文
筌
蹄
』（
初
編
：
宝
永
八

〈
一
七
一
一
〉
成
）
の
書
名
を
も
じ
っ
た
。
●
四
夷
―
四
方
の
異
民
族
を
い
う

北
狄
・
南
蛮
・
東
夷
・
西
戎
の
四
夷
を
、
江
戸
の
遊
所
、
新
吉
原
・
品
川
・
深

川
・
内
藤
新
宿
に
あ
て
た
。
以
下
の
行
文
は
『
礼
記
』「
王
制
」
に
よ
る
。「
中

国
戎
夷
、
五
方
之
民
、
皆
有
其
性
也
、
不
可
推
移
。
東
方
曰
夷
、
被
髮
文
身
、

有
不
火
食
者
矣
。
南
方
曰
蛮
、
雕
題
交
趾
、
有
不
火
食
者
矣
。
西
方
曰
戎
、
被

髪
衣
皮
、
有
不
粒
食
者
矣
。
北
方
曰
狄
、
衣
羽
毛
穴
居
、
有
不
粒
食
者
矣
。
中

国
、
夷
、
蛮
、
戎
、
狄
、
皆
有
安
居
、
和
味
、
宜
服
、
利
用
、
備
器
、
五
方
之

民
、
言
語
不
通
、
嗜
欲
不
同
。
達
其
志
、
通
其
欲
　
東
方
曰
寄
、
南
方
曰
象
、

西
方
曰
狄
鞮
、
北
方
曰
訳
」
●
鬋

―
未
詳
。「

」
の
字
は
「

」
の
誤
字

だ
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
切
る
」「
剃
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、「
王
制
」
の

内
容
を
鑑
み
て
も
髪
形
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
●
文
身
―
ぶ
ん
し
ん
。

「
文
」
は
文
様
。
入
れ
墨
の
こ
と
。「
後
世
遊
侠
を
好
む
悪
少
の
文
身
す
る
事

《
略
》も
は
ら
行
は
れ
し
は
い
と
近
き
こ
と
ゝ
み
ゆ
」（『
嬉
遊
笑
覧
』巻
一
之
下
）

●
火
食
・
粒
食
―
か
し
ょ
く
・
り
ゅ
う
し
ょ
く
。「
火
食
」
は
焼
い
た
り
煮
た

り
し
て
物
を
食
べ
る
こ
と
。「
粒
食
」
は
米
な
ど
の
穀
物
を
食
べ
る
こ
と
。

●
和
味
―
わ
み
。
味
を
調
え
る
こ
と
。
調
味
。
●
嗜
欲
―
し
よ
く
。
あ
る
こ
と

を
好
ん
で
欲
す
る
ま
ま
に
し
よ
う
と
す
る
欲
。
●
寄
象
―
未
詳
。
●
鞮
訳
―
て

い
や
く
。
夷
狄
の
語
の
通
訳
の
意
。
●
鉛
槧
―
え
ん
ざ
ん
。
文
筆
に
携
わ
る
こ

と
。
詩
文
を
書
く
こ
と
。
●
方
言
―
こ
こ
で
は
、あ
る
特
定
の
職
業
や
場
所
（
遊

里
）
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
の
意
。「
し
か
し
予
は
当
時
の
流は
や
り行

方は
う
げ
ん言

を
知し

ら
ず
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
初
葉
南
志
』
序
）
●
倡
門
服
袨
遊
―
儒
者
、

服
部
蘇
門
（
享
保
九
〈
一
七
二
四
〉
～
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉）
の
号
、
蘇
門

服
天
游
を
も
じ
っ
た
も
の
。

　
　《
翻
刻
》

雑
も
ん
せ
ん
袋
序

雛し
ん

妓そ
う

問わ
れ
に

予と
つ
て

曰い
は
く

書し
よ

物も
つ

を
も
よ
む
と
い
ひ
す
．
鼻は
な

毛け

を
も
よ
む
と
い
ひ
す
が
．

は
な
け
と
書
物
は
お
ん
な
じ
物
か
へ
．
予
曰
．
そ
の
や
う
な
あ
と
な
ひ
こ
と
を

い
は
し
や
ん
す
の
が
な
を
い
と
し
ひ
．
と
は
手
め
へ
か
謂い
ゝ

哉か

．
夫そ
れ

書し
よ

の
人
に
益ゑ
き

あ
る
や
．
ち
よ
び
と
よ
め
は
意い

気き

．
た
ん
と
よ
め
は
お
そ
ろ
．
出
せ
は
高こ
う

慢ま
ん

．

出
さ
ね
は
お
く
ゆ
か
し
．
鼻
毛
は
（
四
オ
）
こ
れ
に
異こ
と

な
り
．
延の
ひ

れ
ば
ど
う
か

馬は

鹿か

ら
し
く
．
ぬ
け
は
い
た
く
て
涙な
み
たか

こ
ぼ
れ
る
．
む
か
し
頼ら
い

朝て
う

公こ
う

の
近き
ん

臣し
ん

鼻

毛
の
び
た
り
公こ
う

命め
い

し
て
そ
の
妻め

を
出さ
ら

し
む
．
婦ふ

の
徳と
く

そ
れ
可
つ
ゝ
し
ま

不さ
る

慎へ
け
ん

哉や

．
イ
ヽ

ヱ
イ
ナ
ア
わ
つ
ち
や
そ
ん
な
こ
と
し
り
い
せ
ん
か
．学か
く

と
や
ら
の
あ
る
客
き
や
く

人し
ん

は
．

い
つ
そ
雅お

馴つ

な
こ
と
を
い
ひ
な
ん
す
よ
．
お
つ
な
は
づ
〳
〵
み
ん
な
孔こ
う

子し

の
な

さ
つ
た
こ
と
也
今こ
ん

度と

来
る
時
お
つ
な
書
物
を
や
ら
う
か
．
そ
れ
よ
り
尓こ
の

来か
た

．
く

ん
な
ん
す
か
．（
四
ウ
）
く
ん
な
ん
し
で
．
せ
が
み
こ
ろ
さ
れ
大
こ
ま
り
．
朱

楽
館
主
人
此
書
を
著あ
ら
はす

．
き
や
つ
か
所ゐ
わ

謂ゆ
る

お
つ
な
こ
と
な
り
．
読
書
に
益
あ
り
．

鼻
毛
に
益
あ
り
．
さ
て
は
お
ん
な
し
物
じ
や
よ
ナ
ア
と
両
り
や
う

手て

を
く
ん
て
こ
れ
に

序
す
．

竇と
う

毛も
う

子し

識し
る
す　
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印
（
五
オ
）
　
　
　
　

　
　《
語
釈
》

●
雛
妓
―
半
人
前
の
芸
妓
。
こ
こ
で
は
新
造
に
あ
て
る
。「
紀き
な
ん
し

南
子
駅ゑ
き
し
や
さ
ん
ゆ
う

舎
三
友

を
著ち
よ

し
て
雛し
ん
ぞ
う妓
に
見
せ
び
ら
か
す
」（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
刊
カ
『
駅
舎
三
友
』

序
）
●
あ
と
な
ひ
―
あ
ど
な
い
（
あ
ど
な
し
）。
子
供
っ
ぽ
い
。
無
邪
気
で
あ

る
の
意
。「
大
坂
町
の
初し
よ
く
わ
い会に
京き
や
う
は
し橋の
馴な

じ染
を
案あ
ん

じ
る
無あ

と

な
阿
堵
さ
は
せ
め
て
今

の
代よ

ま
で
も
残
り
し
遊ゆ
う
し
よ
ふ
う

女
風
で
御
座
ら
ふ
か
」（
宝
暦
五
〈
一
七
五
五
〉
刊
『
禁

現
大
福
帳
』
二
之
巻
）
●
お
そ
ろ
―
恐
ろ
し
い
。
ま
た
は
恐
れ
入
っ
た
の
下
略
。

「
今
の
身
振ふ
り

始し
じ
う終

堀
川
先せ
ん
せ
い生

で
や
ら
れ
た
お
そ
ろ
〳
〵
去さ
り

な
が
ら
さ
い
ぜ
ん
の

お
れ
が
由ゆ

ら良
と
は
三
猴
ス
ど
ふ
で
あ
つ
た
」（
安
永
六
〈
一
七
七
七
〉
刊
『
郭

中
掃
除
雑
編
』）
●
雅
馴
―
お
つ
。
風
変
り
、
妙
の
意
。「
読よ
む
にレ

之
こ
れ
を
は
な
は
だ

甚
雅お

つ馴

也な
り

」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
遊
婦
里
会
談
』
序
）
●
尓
来
―
じ
ら
い
（
爾

来
）。「
尒
シ
カ
シ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

來
」（『
合
類
節
用
集
』）（「
尓
」
は
「
尒
」
と
同
字
）
●
竇
毛
子

―
「
竇
」
は
「
あ
な
」。
竇
毛
は
鼻
毛
の
意
。

　
　《
翻
刻
》

自
叙

む
か
し
神か
ん

田た

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
．公こ
う

冶や

長ち
や
うと

い
ふ
人
あ
り
．軒の
き

に
集あ
つ
まる

雀す
ゝ
めと

す
ゝ

め
．
紺こ
う

屋や

糊の
り

は
な
め
た
ひ
か
ね
ち
か
ね
に
舌
き
ら
れ
ん
と
こ
と
を
お
そ
る
と
．

相
談
せ
し
を
さ
と
れ
る
よ
し
．
そ
れ
か
ら
見
て
は
口
は
た
に
．
む
し
や
く
し
や

は
え
た
毛
唐
人
も
人
間
に
相
違
は
な
し
．
何
そ
詞こ
と
はの
（
五
ウ
）
か
よ
は
さ
ら
ん

や
．
さ
ら
は
ま
つ
か
く
角
な
文
字
．
ち
ん
ふ
ん
か
ん
の
か
ん
か
へ
て
．
か
の
俏せ
ん

語ほ
う

の
か
は
り
に
用
ひ
．
し
か
つ
へ
ら
し
く
し
や
れ
ん
と
て
．
口
か
ら
出
る
は
や

た
ら
や
へ
ち
．
糸へ
ち
ま瓜
の
か
は
の
た
ん
ふ
く
ろ
．
そ
こ
ら
こ
〃
ら
を
さ
か
し
も
と

め
．
虎と
ら

を
ゑ
か
け
は
そ
の
ま
ゝ
猫ね
こ

．
爪
お
し
た
て
か
き
あ
つ
む
る
こ
と
し
か
り
．

（
六
オ
）

　
　
安
永
八
亥
の
と
し

正
月
穀
旦
　
朱
楽
館
主
人
題
　
　
　
　

印
　
印
（
六
ウ
）
　
　

　
　《
語
釈
》

●
公
冶
長
―
鳥
の
言
葉
を
解
し
た
と
い
う
、
孔
子
の
弟
子
で
娘
婿
と
な
っ
た
人

の
名
。「
公こ
う
や
ち
や
う

冶
長
と
い
ひ
し
人
ハ
孔
子
の
弟
子
也
。
衛え
い

の
国
よ
り
魯ろ

の
国
へ
帰

ら
れ
し
道
に
て
鳥
の
鳴
声
を
き
け
バ
、
清せ
い
け
い渓

に
死
人
有
、
い
さ
行
て
く
ら
ハ
ん

と
い
ひ
て
、
友
の
鳥
と
打
つ
れ
飛
さ
り
け
り
」（
延
宝
八
〈
一
六
八
〇
〉
刊
『
囃

物
語
』
上
）
●
ね
ち
か
ね
―
ね
じ
が
ね
（
ね
ぢ
が
ね
）。
ね
じ
れ
た
鉄
。

「N
egigane.

」（『
日
葡
辞
書
』）●
毛
唐
人
―
異
邦
人
を
卑
し
め
て
い
う
語
。「
こ

ん
な
お
ふ
じ
が
唐か

ら土
に
も
あ
ろ
か
と
は
る
〳
〵
来き

ぬ
る
毛け
と
う
じ
ん

唐
人
は
徐じ
よ
ふ
く福
に
あ
ら

ぬ
茶
一
ツ
ふ
く
」（
安
永
八
刊
『
大
抵
御
覧
』）
●
ち
ん
ふ
ん
か
ん
―
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
。
言
葉
が
通
じ
ず
に
訳
が
分
か
ら
な
い
こ
と
。「
夜よ
か
う
し
や
く

講
釈
を
き
く
や
う
に
。

清き
よ
も
り盛

だ
の
頼よ
り
と
も朝

だ
の
。仏ほ
と
けの

千せ
ん
じ
ゆ手

の
と
。ち
ん
ふ
ん
か
ん
で
居ゐ
ね
ふ
り眠

が
出で

ま
す
」（
宝

暦
六
〈
一
七
五
六
〉
刊
『
風
俗
七
遊
談
』
二
之
巻
）
●
俏
語
―
せ
ん
ぼ
う
。
人

形
浄
瑠
璃
の
世
界
で
使
わ
れ
る
隠
語
の
意
。
後
に
他
の
分
野
で
の
隠
語
も
指
し

た
。「
俏
語
」
の
用
字
は
未
詳
。「
そ
の
う
へ
に
上か
み
が
た方
浄じ
や
う
る
り
ざ

瑠
璃
座
の
者
共
の
。
せ

ん
ぼ
う
と
や
ら
い
ふ
て
。
善よ
い

事
を
助す
け
ゑ
も
ん

右
衛
門
。
悪わ
る
い

事
を
助す
け
し
ら
う

四
郎
」（
宝
暦
六

〈
一
七
五
六
〉
刊
『
風
俗
八
色
談
』
二
之
巻
）「
又
商
人
已
下
賎
き
者
共
お
の
が

ど
ち
用
る
隠
語
あ
り
。
商
人
は
ふ
て
ふ
と
い
ひ
其
外
は
せ
む
ぼ
と
い
ふ
」（『
嬉

遊
笑
覧
』
巻
之
九
）
●
糸
瓜
の
か
は
の
た
ん
ふ
く
ろ
―
「
糸
瓜
の
皮
」
は
何
の

役
に
も
立
た
な
い
、何
と
も
思
わ
な
い
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
い
う
慣
用
句
。「
コ

レ
そ
こ
な
橘
ど
の
夕
べ
ひ
だ
る
ひ
腹は
ら

を
う
め
た
す
か
つ
た
恩お
ん

報ほ
う
じに
抱か
ゝ
への
草
木
へ

い
ら
ざ
る
寸す
ん
し志
横よ
こ
あ
い合
か
ら
十じ
う
わ
り割
と
十
六
兵
へ
が
い
ら
ざ
る
理り
く
つ屈
と
は
何な
に

夕ゆ
ふ
か
ほ顔
の

へ
ち
ま
の
皮か
わ

」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
序
『
神
代
椙
𥄢𥄢
𥄢
』）
𥄢
𥄢
は
𥄢
𥄢
を

入
れ
る
布
製
の
大
き
な
𥄢
。「
な
に
も
い
ら
ぬ
身
な
り
な
が
ら
に
今
日
の
世
を

丿へ
ち

麻ま

の
皮か
は

の
団だ
ん

𥄢
哉
　
行
風
」（
寛
文
六
〈
一
六
六
六
〉
刊
『
古
今
夷
曲
集
』

巻
第
九
）
●
虎
を
ゑ
か
け
は
そ
の
ま
ゝ
猫
―
力
量
の
な
い
者
が
高
望
み
を
し
て

失
敗
す
る
意
の
慣
用
句
「
虎
を
描
き
て
猫
に
類
す
」「
虎
を
描
き
て
狗い
ぬ

に
類
す
」

に
よ
る
。「
但た
ゞ

し
出
家
道
の
み
な
ら
ず
侍
道
に
も
良よ

き
は
稀ま
れ

に
て
悪あ

し
き
は
多お
ほ

し
唐も
ろ
こ
し土
漢
の
馬
援
が
言こ
と

葉
に
虎
を
画
て
狗
に
類
す
と
言い

へ
り
」（
寛
文

〈
一
六
六
一
～
一
六
七
三
〉
初
年
刊
『
浮
世
𥄢
語
』
三
の
二
）

　
　《
翻
刻
》

雑
文
穿
𥄢

昔せ
き

時し

江こ
う

都と

楊よ
う

柳り
う

橋き
や
うの
傍

か
た
は
らに
似に

た

山や
ま

先せ
ん

生せ
い

と
い
ふ
人
有
先
生
姓せ

い

は
高か

う

名
は
慢ま

ん

字あ
さ
なは
放ほ

う

蕩と
う
‐
‐
は
ほ
う
ら

つ
な
る
を
い
ふ
浮う

き

世よ

し
つ
か
り
名

み
や
う

聞も
ん

半
分
郷き

や
う

党と
う

の
年ね

ん

少し
や
うを
聚あ

つ
め
て
も
つ
は
ら
当
世

ち
よ
〳
〵
ら
の
学が

く

を
教を

し

ゆ
一い

ち

日じ
つ

先
生
恍こ

う

惚こ
つ

と
し
て
隠

お
し
ま
つ
き
に
よ
つ
几
て
座
す
ち
か
き
わ
た

り
に
住す

ま

居い

を
な
す
こ
は
い
ろ
𥄢も

の

ま
ね
を
す
る
奴や

つ
こ
の
此
蔵
と
い
ふ
者
来
り
て
墨ほ

く

水す
い

春し
ゆ
ん

を
献け

ん

す
先
生
曰い

は
く

何な
ん

が
故ゆ

へ

に
我わ

れ

に
（
七
オ
）
是こ

れ

を
お
く
る
や
此
蔵
曰
此
酒さ

け

を

き
の
ふ
も
ら
い
ま
し
た
が
わ
た
く
し
顔か

ほ

に
似に

合あ
わ

ぬ
大
の
生き

下げ

戸こ

酒さ
か

や
の
み
せ
に

雨あ
ま

や
ど
り
を
し
て
も
真ま

つ

赤か

に
な
り
や
す
か
う
い
ふ
も
の
も
な
へ
も
の
だ
か
打う

ち

捨す
て

置を
い

て
酢す

に
し
よ
う
よ
り
こ
れ
は
先
生
へ
上
る
か
よ
い
と
や
う
〳
〵
今け

朝さ

気
か
つ

き
ま
し
た
と
い
へ
ば
先
生
拝は

い

し
て
受う

く

此
蔵
あ
た
ま
か
き
な
か
ら
も
て
あ
ま
し
𥄢

を
上
ま
し
た
に
御
慇て

い

懃ね
い

な
る
御
礼
い
や
も
う
伊い

丹た
み

諸も
ろ

白は
く

だ
そ
先
生
曰
む
か
し
夫ふ

う

子し

に
魚う

を

を
（
七
ウ
）
贈お

く

る
も
の
あ
り
是
を
売う

ら

ん
に
は
市い

ち

遠と
を

く
極こ

く

暑し
よ

の
時
分
く
さ

ら
か
さ
う
よ
り
は
聖せ

い

人
に
献け

ん

ぜ
ん
と
も
て
来
る
を
孔こ

う

子し

拝
し
て
受
い
は
ん
や
墨ほ

く

水す
い

の
美び

酒し
ゆ

我わ
れ

豈あ
に

敢あ
へ
て

不は
い
せ

拝さ
ら
ん

哉や

今こ
ん

朝て
う

入
門
の
束そ

く

脩し
う

に
‐
‐
は
入
門

の
礼
𥄢
也
巨き

よ

口こ

う

細さ

い

鱗り
ん

‐
‐
‐
‐
は

す
ゞ
き
也
な
る
も
の
を
得
た
り
肴さ

か
な
あ
れ
ど
も
酒
な
き
事
を
嘆た

ん

じ
て
居い

た
所
に
汝

な
ん
し

わ
れ
に
恵め

く
む
に
以

し
ゆ
ん

醇ら
う
を

醪も
つ
て
すさ
ら
ば
一い

つ

杯は
い

傾か
た
む
けん
と
い
ひ
も
あ
へ
ぬ
に
此
蔵
（
八
オ
）

早さ
つ

速そ
く

厨ち
う

房ほ
う

に
行ゆ

き

て
料

り
や
う

理り

を
な
し
鱸ろ

魚き
よ

の
鱠く

わ
いを
も
つ
て
酒
を
す
ゝ
む
先
生
二に

三さ
ん

椀わ
ん

の
み
て
わ
れ
今
朝
の
腹は

ら

合あ
い

墨ほ
く

水す
い

に
あ
ら
す
は
不よ

は
じ酔
松す

ん

江ご
う

に
あ
ら
す
は
不あ

か
じ飽
と
つ

や
〳
〵
見
て
橙と

う

糸し

縷ら
う

更さ
ら
に

鮮
あ
さ
や
か

也
橙
だ
い
〳
〵
の
こ
と

也
な
ま
す
の
こ
と
也
足そ

つ

下か

の
調て

う

理り

に
あ
ら
す
ん
ば

墨
水
松
江
あ
り
と
い
ふ
と
も
こ
れ
を
如い

か
ん何
と
ほ
く
〳
〵
酔す

い

眠み
ん

を
も
よ
ほ
す
此
蔵

も
し
〳
〵
と
お
こ
す
先
生
ウ
ヽ
ヽ
ヽ
ウ
ン
と
（
八
ウ
）
目
を
さ
ま
し
は
て
と

ろ
〳
〵
や
る
う
ち
ふ
し
き
や
な
腹
の
上
に
木
は
へ
し
げ
り
胸む

ね

の
あ
た
り
を
一

人
通と

ほ

る
と
夢ゆ

め

見
た
が
こ
れ
は
き
は
め
て
瑞ず

い

夢む

な
ら
ん
ア
ヽ
そ
れ
よ
木
は
則

す
な
は
ち

十
八
也
一
人
通と

ほ

れ
は
大
の
字
也
又
通
る
と
は
通つ

う

の
事
十
八
大
通
の
し
や
れ
我
胸

を
出い

て

ず
と
い
ふ
天て

ん

の
告つ

け

と
覚お

ほ

へ
た
り
と
又
一
二
杯は

い

ひ
つ
か
け
と
ろ
〳
〵
眠ね

む

れ
ば

そ
の
か
み
ゑ

と
や
な
き
は
し

と

こ

ろ

わ
か
い
も
の

あ
る
ひ

う
つ
ら
〳
〵

す
み
だ
が
は

も
ろ
は
く

お
ほ
き
な
く
ち
こ
ま
か
な
こ
け

な
け
く

よ
き
さ
け

た
い
と
こ
ろ

す
ゝ
き

な
ま
す

り
や
う
り

え
つ
て
ね
ふ
る
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た
。「
俏
語
」
の
用
字
は
未
詳
。「
そ
の
う
へ
に
上か
み
が
た方
浄じ
や
う
る
り
ざ

瑠
璃
座
の
者
共
の
。
せ

ん
ぼ
う
と
や
ら
い
ふ
て
。
善よ
い

事
を
助す
け
ゑ
も
ん

右
衛
門
。
悪わ
る
い

事
を
助す
け
し
ら
う

四
郎
」（
宝
暦
六

〈
一
七
五
六
〉
刊
『
風
俗
八
色
談
』
二
之
巻
）「
又
商
人
已
下
賎
き
者
共
お
の
が

ど
ち
用
る
隠
語
あ
り
。
商
人
は
ふ
て
ふ
と
い
ひ
其
外
は
せ
む
ぼ
と
い
ふ
」（『
嬉

遊
笑
覧
』
巻
之
九
）
●
糸
瓜
の
か
は
の
た
ん
ふ
く
ろ
―
「
糸
瓜
の
皮
」
は
何
の

役
に
も
立
た
な
い
、何
と
も
思
わ
な
い
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
い
う
慣
用
句
。「
コ

レ
そ
こ
な
橘
ど
の
夕
べ
ひ
だ
る
ひ
腹は
ら

を
う
め
た
す
か
つ
た
恩お
ん

報ほ
う
じに
抱か
ゝ
への
草
木
へ

い
ら
ざ
る
寸す
ん
し志
横よ
こ
あ
い合
か
ら
十じ
う
わ
り割
と
十
六
兵
へ
が
い
ら
ざ
る
理り
く
つ屈
と
は
何な
に

夕ゆ
ふ
か
ほ顔
の

へ
ち
ま
の
皮か
わ

」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
序
『
神
代
椙
𥄢𥄢
𥄢
』）
𥄢
𥄢
は
𥄢
𥄢
を

入
れ
る
布
製
の
大
き
な
𥄢
。「
な
に
も
い
ら
ぬ
身
な
り
な
が
ら
に
今
日
の
世
を

丿へ
ち

麻ま

の
皮か
は

の
団だ
ん

𥄢
哉
　
行
風
」（
寛
文
六
〈
一
六
六
六
〉
刊
『
古
今
夷
曲
集
』

巻
第
九
）
●
虎
を
ゑ
か
け
は
そ
の
ま
ゝ
猫
―
力
量
の
な
い
者
が
高
望
み
を
し
て

失
敗
す
る
意
の
慣
用
句
「
虎
を
描
き
て
猫
に
類
す
」「
虎
を
描
き
て
狗い
ぬ

に
類
す
」

に
よ
る
。「
但た
ゞ

し
出
家
道
の
み
な
ら
ず
侍
道
に
も
良よ

き
は
稀ま
れ

に
て
悪あ

し
き
は
多お
ほ

し
唐も
ろ
こ
し土
漢
の
馬
援
が
言こ
と

葉
に
虎
を
画
て
狗
に
類
す
と
言い

へ
り
」（
寛
文

〈
一
六
六
一
～
一
六
七
三
〉
初
年
刊
『
浮
世
𥄢
語
』
三
の
二
）

　
　《
翻
刻
》

雑
文
穿
𥄢

昔せ
き

時し

江こ
う

都と

楊よ
う

柳り
う

橋き
や
うの
傍

か
た
は
らに
似に

た

山や
ま

先せ
ん

生せ
い

と
い
ふ
人
有
先
生
姓せ

い

は
高か

う

名
は
慢ま

ん

字あ
さ
なは
放ほ

う

蕩と
う
‐
‐
は
ほ
う
ら

つ
な
る
を
い
ふ
浮う

き

世よ

し
つ
か
り
名

み
や
う

聞も
ん

半
分
郷き

や
う

党と
う

の
年ね

ん

少し
や
うを
聚あ

つ
め
て
も
つ
は
ら
当
世

ち
よ
〳
〵
ら
の
学が

く

を
教を

し

ゆ
一い

ち

日じ
つ

先
生
恍こ

う

惚こ
つ

と
し
て
隠

お
し
ま
つ
き
に
よ
つ
几
て
座
す
ち
か
き
わ
た

り
に
住す

ま

居い

を
な
す
こ
は
い
ろ
𥄢も

の

ま
ね
を
す
る
奴や

つ
こ
の
此
蔵
と
い
ふ
者
来
り
て
墨ほ

く

水す
い

春し
ゆ
ん

を
献け

ん

す
先
生
曰い

は
く

何な
ん

が
故ゆ

へ

に
我わ

れ

に
（
七
オ
）
是こ

れ

を
お
く
る
や
此
蔵
曰
此
酒さ

け

を

き
の
ふ
も
ら
い
ま
し
た
が
わ
た
く
し
顔か

ほ

に
似に

合あ
わ

ぬ
大
の
生き

下げ

戸こ

酒さ
か

や
の
み
せ
に

雨あ
ま

や
ど
り
を
し
て
も
真ま

つ

赤か

に
な
り
や
す
か
う
い
ふ
も
の
も
な
へ
も
の
だ
か
打う

ち

捨す
て

置を
い

て
酢す

に
し
よ
う
よ
り
こ
れ
は
先
生
へ
上
る
か
よ
い
と
や
う
〳
〵
今け

朝さ

気
か
つ

き
ま
し
た
と
い
へ
ば
先
生
拝は

い

し
て
受う

く

此
蔵
あ
た
ま
か
き
な
か
ら
も
て
あ
ま
し
𥄢

を
上
ま
し
た
に
御
慇て

い

懃ね
い

な
る
御
礼
い
や
も
う
伊い

丹た
み

諸も
ろ

白は
く

だ
そ
先
生
曰
む
か
し
夫ふ

う

子し

に
魚う

を

を
（
七
ウ
）
贈お

く

る
も
の
あ
り
是
を
売う

ら

ん
に
は
市い

ち

遠と
を

く
極こ

く

暑し
よ

の
時
分
く
さ

ら
か
さ
う
よ
り
は
聖せ

い

人
に
献け

ん

ぜ
ん
と
も
て
来
る
を
孔こ

う

子し

拝
し
て
受
い
は
ん
や
墨ほ

く

水す
い

の
美び

酒し
ゆ

我わ
れ

豈あ
に

敢あ
へ
て

不は
い
せ

拝さ
ら
ん

哉や

今こ
ん

朝て
う

入
門
の
束そ

く

脩し
う

に
‐
‐
は
入
門

の
礼
𥄢
也
巨き

よ

口こ

う

細さ

い

鱗り
ん

‐
‐
‐
‐
は

す
ゞ
き
也
な
る
も
の
を
得
た
り
肴さ

か
な
あ
れ
ど
も
酒
な
き
事
を
嘆た

ん

じ
て
居い

た
所
に
汝

な
ん
し

わ
れ
に
恵め

く
む
に
以

し
ゆ
ん

醇ら
う
を

醪も
つ
て
すさ
ら
ば
一い

つ

杯は
い

傾か
た
む
けん
と
い
ひ
も
あ
へ
ぬ
に
此
蔵
（
八
オ
）

早さ
つ

速そ
く

厨ち
う

房ほ
う

に
行ゆ

き

て
料

り
や
う

理り

を
な
し
鱸ろ

魚き
よ

の
鱠く

わ
いを
も
つ
て
酒
を
す
ゝ
む
先
生
二に

三さ
ん

椀わ
ん

の
み
て
わ
れ
今
朝
の
腹は

ら

合あ
い

墨ほ
く

水す
い

に
あ
ら
す
は
不よ

は
じ酔
松す

ん

江ご
う

に
あ
ら
す
は
不あ

か
じ飽
と
つ

や
〳
〵
見
て
橙と

う

糸し

縷ら
う

更さ
ら
に

鮮
あ
さ
や
か

也
橙
だ
い
〳
〵
の
こ
と

也
な
ま
す
の
こ
と
也
足そ

つ

下か

の
調て

う

理り

に
あ
ら
す
ん
ば

墨
水
松
江
あ
り
と
い
ふ
と
も
こ
れ
を
如い

か
ん何
と
ほ
く
〳
〵
酔す

い

眠み
ん

を
も
よ
ほ
す
此
蔵

も
し
〳
〵
と
お
こ
す
先
生
ウ
ヽ
ヽ
ヽ
ウ
ン
と
（
八
ウ
）
目
を
さ
ま
し
は
て
と

ろ
〳
〵
や
る
う
ち
ふ
し
き
や
な
腹
の
上
に
木
は
へ
し
げ
り
胸む

ね

の
あ
た
り
を
一

人
通と

ほ

る
と
夢ゆ

め

見
た
が
こ
れ
は
き
は
め
て
瑞ず

い

夢む

な
ら
ん
ア
ヽ
そ
れ
よ
木
は
則

す
な
は
ち

十
八
也
一
人
通と

ほ

れ
は
大
の
字
也
又
通
る
と
は
通つ

う

の
事
十
八
大
通
の
し
や
れ
我
胸

を
出い

て

ず
と
い
ふ
天て

ん

の
告つ

け

と
覚お

ほ

へ
た
り
と
又
一
二
杯は

い

ひ
つ
か
け
と
ろ
〳
〵
眠ね

む

れ
ば

そ
の
か
み
ゑ

と
や
な
き
は
し

と

こ

ろ

わ
か
い
も
の

あ
る
ひ

う
つ
ら
〳
〵

す
み
だ
が
は

も
ろ
は
く

お
ほ
き
な
く
ち
こ
ま
か
な
こ
け

な
け
く

よ
き
さ
け

た
い
と
こ
ろ

す
ゝ
き

な
ま
す

り
や
う
り

え
つ
て
ね
ふ
る
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　《
語
釈
》

●
昔
時
―
む
か
し
。
往
時
。「
昔そ
の

時か
み

道
心
発お
こ

し
け
る
折
節ふ
し

」『
浮
世
物
語
』
四
の

九
）
●
江
都
―
江
戸
。「
箱は
こ

根ね

か
ら
こ
な
た
に
野や

ぼ暮
と
化ば
け

も
の
な
し
と
い
へ
と

も
何な
に

ひ
と
つ
不ふ

足そ
く

な
き
お
江ゑ

ど都
な
と
な
か
ら
む
」（『
選
怪
興
』
序
）
●
楊
柳
橋

―
楊
柳
は
ヤ
ナ
ギ
。
神
田
川
か
ら
隅
田
川
へ
合
流
す
る
位
置
に
あ
る
柳
橋
の
こ

と
。
橋
の
み
な
ら
ず
周
囲
一
帯
を
い
う
。
船
宿
が
多
く
、
新
吉
原
、
深
川
へ
の

出
発
点
と
な
る
。「
た
い
て
い
の
用
は
な
が
せ
と
柳
ば
し
」（『
川
柳
評
万
句
合
』

明
和
七〈
一
七
七
〇
〉宮
）●
ち
よ
〳
〵
ら
―
口
か
ら
出
ま
か
せ
の
こ
と
を
言
っ

た
り
、
見
え
透
い
た
お
世
辞
を
い
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
を
す
る
人
。「
か
け

る
手
く
だ
は
女
郎
の
う
そ
。
ち
よ
〳
〵
ら
万
八
せ
ん
み
つ
と
は
。
み
な
わ
が

宗し
う
し旨

の
う
そ
つ
は
ち
で
ご
ざ
る
」（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
刊
『
無
頼
通
説
法
』）

●
隠
几
―
い
ん
き
。「
几
」（
き
）
は
机
。「
隠
」
は
隠よ

る
・
も
た
れ
る
。「
お
し

ま
づ
き
」
は
肘
を
載
せ
て
寄
り
か
か
る
脇
息
。
机
と
し
て
も
使
用
し
た
か
と
さ

れ
る
。「
一い
つ
さ
つ冊

の
小
本
と
な
す
も
十
六
兵
へ
が
ほ
ん
の
む
だ
書が
き

と
筆ふ
ん
でを

草そ
う

家か

の

机
を
し
ま
づ
き
に
捨す
つ

る
と
思
へ
は
誠ま
こ
とニ
夢ゆ
め

は
さ
め
に
け
り
」（『
神
代
椙
𥄢𥄢
𥄢
』）
●
こ
は

い
ろ
物
ま
ね
―
声
色
物
真
似
。
役
者
の
口
吻
や
動
物
の
鳴
き
真
似
を
す
る
芸
。

ま
た
そ
れ
を
す
る
人
。「
ひ
く
か
た
る
こ
わ
い
ろ
も
の
ま
ね
ざ
を
も
ち
て
ひ
と

を
う
か
し
て
な
ぐ
さ
め
に
け
り
」（
明
和
九
〈
一
七
七
二
〉
刊
『
猿
の
人
真
似
』）

●
墨
水
春
―
墨
水
は
隅
田
川
。
春
は
酒
の
意
。「
実げ
に

浅あ
さ

草く
さ

川が
は

の
波な
み

静し
づ
かに

。
恵め
ぐ
みは

清き
よ

き
墨ほ
く
す
い水

の
。
流な
か

れ
に
し
た
が
つ
て
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
序
『
両
国
栞
』

序
）「
又
唐
人
名
酒
為
春
」（『
正
字
通
』）
よ
っ
て
、
浅
草
並
木
町
の
山
屋
半
三

郎
で
売
っ
て
い
た
銘
酒
「
隅
田
川
」
を
指
す
。「
浅
草
並
木
町
　
御
用
　
隅
田

川
諸
白
　
山
屋
半
三
郎
」（『
江
戸
買
物
独
案
内
』）
●
生
下
戸
―
全
く
酒
が
飲

め
な
い
人
。「
百
毒
ノ
長
た
と
親
父
か
ら
生
下
戸
」（『
柳
多
留
』
一
二
八
）

●
い
や
も
う
伊
丹
諸
白
だ
そ
―
摂
津
国
伊
丹
産
の
銘
酒
伊
丹
諸
白
に
「
痛
み
入

る
」
を
か
け
た
。「
蝶
郷
此
間
は
。
御お

せ

わ
世
話
女
御
影
ケ
で
。
お
も
し
ろ
ふ
。
芝し
ば

居い

を
。
見
や
し
た
蝶
郷
こ
れ
は
。
御お

礼れ
い

て
伊い

丹た
み

。
諸も
ろ

白は
く

」（
明
和
七〈
一
七
七
〇
〉

刊
『
辰
巳
之
園
』）
●
む
か
し
夫
子
に
魚
を
～
孔
子
拝
し
て
受
―
『
孔
子
家
語
』

致
思
第
八
に
あ
る
逸
話
。「
夫
子
」
は
孔
子
の
敬
称
。「
孔
子
之
楚
。
而
有
漁
者

献
魚
焉
。
孔
子
不
受
。
漁
者
曰
、
天
暑
、
市
遠
、
無
所
鬻
也
。
思
慮
棄
之
糞
壤

不
如
献
之
君
子
。
故
敢
以
進
焉
」
●
束
脩
―
弟
子
入
り
す
る
際
に
持
参
す
る
謝

礼
の
金
品
。「
我
も
彼か
の

門も
ん

出い
で

入い

る
事
の
年
を
経
し
ほ
ど
に
ま
さ
し
く
束そ
く
し
う脩

の
礼

を
執
る
に
も
及
ば
で
し
た
し
き
師
弟
と
は
な
り
た
る
也
」（
享
保
年
間

〈
一
七
一
六
～
一
七
三
六
〉
成
『
折
た
く
柴
の
記
』
上
）
●
巨
口
細
鱗
―
口
が

大
き
く
て
鱗
が
小
さ
い
魚
。
後
出
、
松
江
の
鱸
を
形
容
す
る
。「
客
曰
、
今
者

薄
暮
、
挙
網
得
魚
。
巨
口
細
鱗
、
状
如
松
江
之
鱸
」（『
後
赤
壁
賦
』）
●
醇
醪

―
じ
ゅ
ん
ろ
う
。
美
酒
。
純
粋
な
濃
い
酒
の
意
。
●
鱸
魚
の
鱠
―
（
故
郷
を
偲

ぶ
）
飛
び
切
り
お
い
し
い
物
を
い
う
成
語
「
蓴
じ
ゅ
ん
こ
う羹
鱸ろ

膾か
い

（
鱸
膾
蓴
羹
と
も
）」

を
も
ふ
ま
え
る
か
。「
張
季
鷹
辟
齊
王
東
曹
掾
、
在
洛
。
見
秋
風
起
、
因
思
呉

中
菰
菜
羹
、
鱸
魚
膾
、
曰
、
人
生
貴
得
適
意
爾
。
何
能
羈
宦
数
千
里
以
要
名
爵
」

（『
世
説
新
語
』
識
鑒
）
●
松
江
―
ず
ん
こ
う
。
し
ゅ
ん
こ
う
。
中
国
に
お
い
て

ス
ズ
キ
（
に
似
た
魚
）
で
有
名
。（
巨
口
細
鱗
の
項
参
照
）「
鱸ス
ヽ
キ　

松ス
ン
カ
ウ
ノ江鱸

魚
巨

口
細
鱗
」（『
文
明
本
節
用
集
』）
●
つ
や
〳
〵
―
じ
っ
く
り
と
見
た
り
、
思
っ

た
り
す
る
さ
ま
。
つ
く
づ
く
。「
竹
斎
や
が
て
杖つ
え

を
し
て
か
の
は
か
も
の
が
か

ほ
ゝ
つ
や
〳
〵
よ
く
〳
〵
見
す
ま
し
て
」（
寛
文
一
二
〈
一
六
七
二
〉
頃
刊
『
竹

斎
は
な
し
』
第
卅
八
）
●
橙
糸
縷
―
糸
縷
（
し
る
）
は
糸
の
よ
う
に
細
長
い
も

の
。
こ
こ
で
は
鱠
の
具
を
い
う
。
●
足
下
―
自
分
と
同
等
か
、
そ
れ
以
下
の
相

手
に
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
。「
ふ
ね
い
は
あ
さ
く
さ
む
し
ゆ
く
て
ご
ざ
る
そ

つ
か
は
ゆ
ふ
べ
は
き
だ
め
の
な
か
に
お
や
す
み
な
さ
れ
た
か
」（
寛
政
元

〈
一
七
八
九
〉
刊
『
孔
子
縞
于
時
藍
染
』）
●
ほ
く
〳
〵
―
頭
を
上
下
す
る
さ
ま
。

「
ど
ち
と
て
も
よ
き
の
あ
し
き
の
と
て
隔へ
だ
て申
こ
と
は
有
べ
か
ら
す
と
語か
た

り
給
へ

バ
姥う
ば

か
し
ら
を
ほ
く
〳
〵
と
打う
ち

領う
な
づ
き許
て
又
問と
ふ

」（
延
宝
八
〈
一
六
八
〇
〉
刊
『
杉

楊
枝
』
五
）
●
木
は
則
十
八
也
―
「
木
」
の
字
を
「
十
」
と
「
八
」
に
分
解
し

た
。
●
通
―
遊
里
を
中
心
に
、
そ
の
空
間
の
み
に
お
い
て
価
値
が
見
い
だ
せ
る

よ
う
な
微
細
な
特
殊
事
情
に
精
通
す
る
こ
と
や
人
。
●
十
八
大
通
―
本
作
成
立

当
時
前
後
に
江
戸
の
遊
里
に
て
常
識
外
れ
の
豪
遊
を
す
る
よ
う
な
人
た
ち
の
総

称
。「
十
八
」
を
冠
し
た
成
語
で
あ
っ
て
、
十
八
人
が
固
定
さ
れ
て
い
た
訳
で

は
な
い
。「
今
大
通
の
世
の
中
な
れ
ば
。
上か
み

は
十
八
大
通
よ
り
。
下
は
一
文
奴

ま
て
。
通
。
の
仲
ケ
間
へ
入
江
町
」（
天
明
年
間
〈
一
七
八
一
～
一
七
八
九
〉

成
『
奴
通
』）

　
　《
翻
刻
》

此
蔵
曰
今こ

ん

朝て
う

先
生
つ
か
れ
給
ふ
事
の
何な

ん

ぞ
（
九
オ
）
は
な
は
だ
し
き
や
先
生
曰

居を
れ

わ
れ
汝
に
か
た
ら
ん
疇ち

う

昔せ
き

奄い
ほ

崎さ
き

の
孫ま

こ

四し

郎ら
う

か
許も

と

よ
り
わ
れ
に
双さ

う

鯉り

魚き
よ

を
贈を

く

る

腹
の
中
に
尺せ

き

素そ

書し
よ

あ
り
古
詩
ニ
客
従
二
遠
方
一
来
遺
二
我
双
鯉

魚
一
呼
レ
童
烹
二
鯉
魚
一
中
有
尺
素
書
披ひ

ら
き

見
る
に
蘭ら

ん

酒し
ゆ

か
手て

紙か
み

也
ら
ん
酒
蓋
門

人
な
る
へ
し
孫
四
郎
か
許も

と

に
て
ぐ
い
の
み
の
そ
れ
よ
り
そ
れ
と
い
ふ
所
を
不ふ

佞ね
い

に
は
か
ら
ん
と
な
り
不
佞
さ
き
に
北ほ

く

里り

に
い
た
つ
て
薜へ

い

蘿ら

舘く
は
んに
よ
ぎ
る
そ
れ
よ

り
仙せ

ん

禽き
ん

楼ら
う

の
忠ち

う

公こ
う

が
（
九
ウ
）
家い

へ

を
主あ

る
し
と
す
あ
る
じ
と
す
る
は

其
家
に
宿
す
也
居
る
こ
と
三さ

ん

日じ
つ

に
し

て
去
る
ま
た
燕ゑ

ん

市し

街が
い

の
扇せ

ん

楼ら
う

へ
登の

ほ
つ
て
花く

わ

扇せ
ん

に
見ま

み

ゆ
楼
へ
の
ほ
る
と
は

女
郎
買
に
行
也
花く

わ

扇せ
ん

わ
れ
を
容い

れ

す
容
す
と
は
言

か
ま
わ
ぬ
也
又
去
て
中ち

う

近き
ん

江こ
う

屋を
く

の
半は

ん

婦ふ

に
過よ

き

る
半
婦
わ
が
賢つ

う

な
る
事
を
し
ら

ず
賢
は
今
い
ふ
通
也

下
み
な
是
か
倣
へ
道み

ち

を
こ
な
は
れ
す
深ふ

か

田た

に
入
て
蛙か

い
る
を
ふ
ま
ん
や
い
や
な
ん
で
も

飲の
ん

で
か
ら
策

は
か
り
こ
とは
定さ

た

む
べ
し
と
忽

た
ち
ま
り

一い
ち

葉よ
う

を
う
な
が
し
て
孫
四
郎
が
許も

と

に
（
十
オ
）

い
た
り
て
蘭ら

ん

酒し
ゆ

に
遇あ

ふ

酒
半は

ん

酣か
ん

に
し
て
は
や
五ご

皷こ

也
夜
の
五
つ

時
を
い
ふ

　
　《
語
釈
》

●
疇
昔
―
「
疇キ
ノ
フ昔

　
昨
日
」（『
書
言
字
考
』）
●
菴
崎
の
孫
四
郎
―
庵
崎
の
料

理
屋
大
黒
屋
孫
四
郎
。
鯉
料
理
で
有
名
だ
っ
た
と
い
う
。「
真
先さ
き

向む
か
う

嶋し
ま

の
に
ぎ

わ
ゐ
。
あ
ま
た
あ
る
茶ち
や

屋
の
中な
か

に
も
。
田で
ん
が
く楽

は
き
の
え
子ね

や屋
に
名な

高た
か
く。

鯉こ
い

は
か

さ
ゐ
太た

郎ら
う

大た
い

黒こ
く

屋や

孫ま
こ

四
郎
を
最さ
い
じ
や
う上と

し
」（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
刊
『
百
安

楚
飛
』）
●
尺
素
書
―
手
紙
の
意
。
尺
牘
。
以
下
の
行
文
は
次
項
の
『
文
選
』

所
収
の
楽
府
に
よ
る
。
●
客
従
遠
方
来
～
中
有
尺
素
書
―
「
飲
馬
長
城
窟
行
」

中
の
部
分
。●
ぐ
い
の
み
―
酒
を
一
気
に
飲
む
こ
と
。「
酒
を
の
ま
ふ
と
い
へ
ば
。

禿
が
よ
し
な
ん
し
と
。
銚て
う

子し

を
か
く
し
て
。
す
つ
き
と
の
ま
せ
ぬ
。
む
り
に
ぐ

い
の
み
に
せ
う
と
思
へ
ば
。
女
良
め
が
勝か
つ

手て

に
し
な
ん
し
と
。
は
ら
を
た
つ
か

ら
」（
明
和
五
〈『
吉
原
大
全
』
巻
之
一
）
●
不
佞
―
自
身
を
へ
り
く
だ
っ
て
い

う
男
性
の
一
人
称
代
名
詞
。「
学が
く

者し
や

の
足そ
つ
か下

。藩お
や
し
き中

の
貴き

殿で
ん

。侠き
や
ん者

の
お
み
さ
ん
。

通つ
う

の
ぬ
し
。
何い
づ

れ
も
き
さ
ま
は
き
さ
ま
な
り
。
そ
の
返へ
ん
ほ
う報

に
不ふ
ね
い佞

と
い
ひ
。
身み

ど
も
と
い
ひ
。
お
れ
が
と
い
ひ
。
わ
つ
ち
と
い
ふ
。
い
づ
れ
も
拙せ
つ
し
や者
は
拙せ
つ
し
や者
な

き
の
ふ

ふ
た
つ
の
こ
ひ

て

が

み

よ
し
は
ら

つ

た

や

つ

る

や

ゑ
ど
て
う

あ
ふ
き
や

は
な
あ
ふ
き

な
か
あ
ふ
み
や

こ
ふ
ね

な
か
は
た
け
な
は

同
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ほ
ゝ
つ
や
〳
〵
よ
く
〳
〵
見
す
ま
し
て
」（
寛
文
一
二
〈
一
六
七
二
〉
頃
刊
『
竹

斎
は
な
し
』
第
卅
八
）
●
橙
糸
縷
―
糸
縷
（
し
る
）
は
糸
の
よ
う
に
細
長
い
も

の
。
こ
こ
で
は
鱠
の
具
を
い
う
。
●
足
下
―
自
分
と
同
等
か
、
そ
れ
以
下
の
相

手
に
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
。「
ふ
ね
い
は
あ
さ
く
さ
む
し
ゆ
く
て
ご
ざ
る
そ

つ
か
は
ゆ
ふ
べ
は
き
だ
め
の
な
か
に
お
や
す
み
な
さ
れ
た
か
」（
寛
政
元

〈
一
七
八
九
〉
刊
『
孔
子
縞
于
時
藍
染
』）
●
ほ
く
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―
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を
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下
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ま
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ば
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を
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と
打う
ち

領う
な
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て
又
問と
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」（
延
宝
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一
六
八
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〉
刊
『
杉

楊
枝
』
五
）
●
木
は
則
十
八
也
―
「
木
」
の
字
を
「
十
」
と
「
八
」
に
分
解
し

た
。
●
通
―
遊
里
を
中
心
に
、
そ
の
空
間
の
み
に
お
い
て
価
値
が
見
い
だ
せ
る

よ
う
な
微
細
な
特
殊
事
情
に
精
通
す
る
こ
と
や
人
。
●
十
八
大
通
―
本
作
成
立

当
時
前
後
に
江
戸
の
遊
里
に
て
常
識
外
れ
の
豪
遊
を
す
る
よ
う
な
人
た
ち
の
総

称
。「
十
八
」
を
冠
し
た
成
語
で
あ
っ
て
、
十
八
人
が
固
定
さ
れ
て
い
た
訳
で

は
な
い
。「
今
大
通
の
世
の
中
な
れ
ば
。
上か
み

は
十
八
大
通
よ
り
。
下
は
一
文
奴

ま
て
。
通
。
の
仲
ケ
間
へ
入
江
町
」（
天
明
年
間
〈
一
七
八
一
～
一
七
八
九
〉

成
『
奴
通
』）
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翻
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此
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や
先
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の
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こ
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と
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れ
に
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を
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る

腹
の
中
に
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き
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書し
よ

あ
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古
詩
ニ
客
従
二
遠
方
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来
遺
二
我
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鯉

魚
一
呼
レ
童
烹
二
鯉
魚
一
中
有
尺
素
書
披ひ
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き

見
る
に
蘭ら

ん
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か
手て
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み

也
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酒
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門

人
な
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へ
し
孫
四
郎
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と
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ぐ
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の
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と
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に
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く
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に
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は
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ん
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う

の
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う
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う

が
（
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ウ
）
家い

へ

を
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る
し
と
す
あ
る
じ
と
す
る
は

其
家
に
宿
す
也
居
る
こ
と
三さ

ん

日じ
つ

に
し
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去
る
ま
た
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ん

市し

街が
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の
扇せ

ん
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う

へ
登の

ほ
つ
て
花く

わ

扇せ
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に
見ま

み

ゆ
楼
へ
の
ほ
る
と
は

女
郎
買
に
行
也
花く

わ

扇せ
ん

わ
れ
を
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れ

す
容
す
と
は
言

か
ま
わ
ぬ
也
又
去
て
中ち

う
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ん
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う

屋を
く

の
半は

ん

婦ふ

に
過よ

き

る
半
婦
わ
が
賢つ

う

な
る
事
を
し
ら

ず
賢
は
今
い
ふ
通
也

下
み
な
是
か
倣
へ
道み

ち

を
こ
な
は
れ
す
深ふ

か

田た

に
入
て
蛙か

い
る
を
ふ
ま
ん
や
い
や
な
ん
で
も

飲の
ん

で
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ら
策
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か
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こ
とは
定さ

た
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べ
し
と
忽

た
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ま
り
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ち

葉よ
う

を
う
な
が
し
て
孫
四
郎
が
許も

と

に
（
十
オ
）

い
た
り
て
蘭ら

ん

酒し
ゆ

に
遇あ

ふ

酒
半は

ん

酣か
ん

に
し
て
は
や
五ご

皷こ

也
夜
の
五
つ

時
を
い
ふ

　
　《
語
釈
》

●
疇
昔
―
「
疇キ
ノ
フ昔

　
昨
日
」（『
書
言
字
考
』）
●
菴
崎
の
孫
四
郎
―
庵
崎
の
料

理
屋
大
黒
屋
孫
四
郎
。
鯉
料
理
で
有
名
だ
っ
た
と
い
う
。「
真
先さ
き

向む
か
う

嶋し
ま

の
に
ぎ

わ
ゐ
。
あ
ま
た
あ
る
茶ち
や

屋
の
中な
か

に
も
。
田で
ん
が
く楽

は
き
の
え
子ね

や屋
に
名な

高た
か
く。

鯉こ
い

は
か

さ
ゐ
太た

郎ら
う

大た
い

黒こ
く

屋や

孫ま
こ

四
郎
を
最さ
い
じ
や
う上と

し
」（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
刊
『
百
安

楚
飛
』）
●
尺
素
書
―
手
紙
の
意
。
尺
牘
。
以
下
の
行
文
は
次
項
の
『
文
選
』

所
収
の
楽
府
に
よ
る
。
●
客
従
遠
方
来
～
中
有
尺
素
書
―
「
飲
馬
長
城
窟
行
」

中
の
部
分
。●
ぐ
い
の
み
―
酒
を
一
気
に
飲
む
こ
と
。「
酒
を
の
ま
ふ
と
い
へ
ば
。

禿
が
よ
し
な
ん
し
と
。
銚て
う

子し

を
か
く
し
て
。
す
つ
き
と
の
ま
せ
ぬ
。
む
り
に
ぐ

い
の
み
に
せ
う
と
思
へ
ば
。
女
良
め
が
勝か
つ

手て

に
し
な
ん
し
と
。
は
ら
を
た
つ
か

ら
」（
明
和
五
〈『
吉
原
大
全
』
巻
之
一
）
●
不
佞
―
自
身
を
へ
り
く
だ
っ
て
い

う
男
性
の
一
人
称
代
名
詞
。「
学が
く

者し
や

の
足そ
つ
か下

。藩お
や
し
き中

の
貴き

殿で
ん

。侠き
や
ん者

の
お
み
さ
ん
。

通つ
う

の
ぬ
し
。
何い
づ

れ
も
き
さ
ま
は
き
さ
ま
な
り
。
そ
の
返へ
ん
ほ
う報

に
不ふ
ね
い佞

と
い
ひ
。
身み

ど
も
と
い
ひ
。
お
れ
が
と
い
ひ
。
わ
つ
ち
と
い
ふ
。
い
づ
れ
も
拙せ
つ
し
や者
は
拙せ
つ
し
や者
な

き
の
ふ

ふ
た
つ
の
こ
ひ

て

が

み

よ
し
は
ら

つ

た

や

つ

る

や

ゑ
ど
て
う

あ
ふ
き
や

は
な
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ふ
き

な
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ふ
み
や

こ
ふ
ね

な
か
は
た
け
な
は

同

50(23)



り
」（
安
永
八
・
九
年
〈
一
七
八
九
・
一
七
九
〇
〉
刊
カ
『
道
中
粋
語
録
』）
序
）

●
北
里
―
江
戸
城
の
北
方
に
位
置
す
る
遊
里
で
あ
る
新
吉
原
。「
一
か
ふ
や
け

の
北よ
し
は
ら里

は
。
や
け
石
に
水
て
。
け
つ
く
営ふ
し
ん作

の
結け
つ
か
う構

昔
に
十
倍は
い

し
」（
安
永
二

〈
一
七
七
三
〉
刊
『
当
世
気
と
り
草
』）
●
薜
蘿
館
―
「
薜
蘿
」
は
「
ツ
タ
」。

江
戸
町
二
丁
目
の
妓
楼
、
蔦
屋
利
右
衛
門
。
●
仙
禽
楼
の
忠
公
―
「
仙
禽
」
は

「
鶴
」。
京
町
一
丁
目
の
妓
楼
、
鶴
屋
忠
右
衛
門
。
●
燕
市
街
―
「
燕
市
街
」
の

用
字
未
詳
。
●
扇
楼
―
江
戸
町
一
丁
目
の
妓
楼
、
扇
屋
宇
右
衛
門
。
●
花
扇
―

扇
屋
抱
え
の
遊
女
。
●
中
近
江
屋
―
京
町
二
丁
目
の
妓
楼
、中
近
江
屋
藤
十
郎
。

●
半
婦
―
中
近
江
抱
え
の
遊
女
、
半
太
夫
。「
興
小
　
ご

へ
に
て
半
ぷ
と
は
へ
酒
息
子
し

ら
ね
へ
か
半
太
夫
か
事
さ
」（
安
永
六
〈
一
七
七
七
〉
序
『
売
花
新
駅
』）
●
賢

―
「
賢
」
の
用
字
未
詳
。
本
文
中
に
言
及
が
あ
る
が
、
あ
て
字
か
。
●
一
葉
―

小
舟
一
艘
。「
一い
ち
よ
う葉

の
舟
に
梶か
ん
ど
り取

も
な
く
若
き
侍
の
只
一
人
笠
ふ
か
〳
〵
と
打

か
つ
ぎ
」（
宝
暦
一
三
〈
一
七
六
三
〉
刊
『
根
奈
志
具
佐
』
四
之
巻
）
●
半
酣

―
「
酣
」
は
、
た
け
な
わ
、
ま
た
は
楽
し
む
の
意
。
酒
席
が
最
高
潮
で
あ
る
こ

と
。
●
五
皷
―
「
皷
」
は
「
鼓
」
と
同
字
。
時
報
の
意
。
夜
の
五
つ
時
は
午
後

八
時
頃
。「
後の
ち

の
暮く
れ

ぞ
と
頼た
の

め
置お

く
。
〳
〵
。
時と
き

の
鼓つ
ゞ
みを
打う

た
う
よ
」（
謡
曲「
綾

鼓
」）

　
　《
翻
刻
》

サ
ア
行ゆ

く

べ
し
とと
も
つ
るを
解と

い

て
船ふ

ね

を
乗の

り

出い
た

せ
ば
ほ
ど
な
く
堀ほ

り

の
さ
ん
ば
し
へ
つ
く
船ふ

な

宿や
と

の
阿あ

叔し
ゆ
く

出
む
か
へ
て
あ
し
ゆ
く
は
弟
也
あ
に

さ
ん
な
ど
い
ふ
か
こ
と
し
這こ

の

一あ
い
た向
御
見
へ
な
さ
れ
ま
せ
ぬ
か

御こ

機き

嫌け
ん

よ
ふ
と
言
い
ふ
則

す
な
は
ち

剣け
ん

を
脱た

つ

し
一い

つ

茶ち
や

を
吃き

つ

し
茶
を
一
は
い

の
み
て
也
直た

ゝ
ちに
長て

う

堤て
い

を
過す

き

て
大
門も

ん

に
入
れ
ば
花く

わ

柳り
う

の
繁は

ん

栄ゑ
い

に
と
ん
と
風ふ

う

（
十
ウ
）
塵ち

ん

を
わ
す
れ
て
仙せ

ん

境き
や
うへ

至い
た
りし
心こ

ゝ

地ち

す
風
塵
は
浮
世
の
こ
と
わ

さ
仙
境
は
よ
き
世
界
也
そ
れ
か
ら
大
門
の
可か

礫れ
き

が
所
へ
行ゆ

け

ば
老ら

う

婆ば

出
て

何
や
ら
愛あ

い

相そ
う

を
い
ふ
酒
肴
吸
も
の
種

〃
此
所
へ
出
る
哥か

妓ぎ

一い
ち

両り
や
う

輩は
い

携た
つ
さ
へて
哥
妓
は
女

け
い
し
や
両り

や
う

〃〳
〵

三さ
ん

〃〳
〵
の

間
あ
い
た

大
の
酩め

い

酊て
い

老
婆
小し

や
う

厮し

に
何
が
私さ

ゝ
や
く語
と
須し

ゆ

臾ゆ

に
し
て
丁て

い

香か
う

楼ら
う

の
雛す

う

鶴く
は
く

従し
や
う

容よ
う

と

し
て
出
き
た
る
蘭
酒
か
相

か
た
也
段た

ん

〳
〵
数す

盃は
い

か
た
む
け
蘭ら

ん

酒し
ゆ

を
東と

う

道〳
〵

と
し
て
東
道
と
し
て
と

は
蘭
酒
に
お
ぶ

さ
る也

鶏け
い

舌せ
つ

楼ら
う

へ
登
（
十
一
オ
）
不ふ

佞
も
何
と
か
い
ふ
妓き

を
携た

つ
さ
へ
た
か
沈ち

ん

魚き
よ

落ら
く

雁か
ん

‐
‐
‐
‐
は
美
人

を
ほ
む
る
詞
そ

頗
す
こ
ぶ
る

美ひ

に
し
て
艶え

ん

也
左
伝
語 

　
　

西せ
い

施し

毛も
う

嬙し
や
うと
い
ふ
と
も
お
さ
〳
〵
三さ

ん

舎し
や

を
さ
く
べ
し
せ
い
し
も
う
し
や
う
は
古
の
美
人
三
舎
を
さ
く

る
は
そ
の
美
人
も
及
ふ
ま
い
と
い
ふ
事
て
あ
る
不
佞
を
誰た

れ

に
か
似
た
と
か
や

ら
い
ふ
て
欣き

ん

躍や
く

の
よ
う
す
そ
の
款く

は
ん

待た
い

ほ
と
ん
ど
興け

う

に
入
ま
し
た
あ
ち
こ
ち
す

る
ま
に
更こ

う

酣
た
け
な
は

也
私し

房ぼ
う

〳
〵
へ
引
と
り
茶
屋
の
小わ

か
い
も
の厮
に
鶏け

い

鳴め
い

に
迎む

か
い
に
来き

た

る
べ
し

と
云
付
て
（
十
一
ウ
）
閏け

い

中ち
う

へ
入
ル

　
　《
語
釈
》

●と
も
つ
る
―
振
り
仮
名
「
と
も
つ
る
」
は
「
と
も
づ
な
（
纜
）」
の
誤
か
。「

」

の
用
字
未
詳
。
●
堀
の
さ
ん
ば
し
―
大
川
（
隅
田
川
）
か
ら
新
吉
原
方
面
へ
向

か
う
山
谷
堀
河
口
岸
（
今
戸
橋
）
に
あ
る
桟
橋
。
船
宿
が
多
く
存
し
た
。「
舟ふ
ね

は
か
ど
ら
す
や
う
〳
〵
と
。
今こ
よ
ひ宵
の
月
の
い
る
塩し
お

に
。
堀ほ
り

の
さ
ん
ば
し
に
つ
き

け
る
が
。
堤つ
ゝ
みは

品
川
充じ
う

ま
ん
し
。
田
町
口
よ
り
爪つ
め

も
た
ゝ
ず
と
。
知
ち
う
し
んな

せ
ば
鳥

こ
へ
よ
り
。
三
谷や

新し
ん
ま
ち町

よ
し
原
道
」（
安
永
七〈
一
七
七
八
〉刊『
淫
女
皮
肉
論
』）

●
阿
叔
―
本
来
は
父
の
弟
「
お
と
を
ぢ
」
を
い
う
。「
阿
叔
　
父
之
弟
々
字
也
」

（『
新
撰
字
鏡
』
親
族
部
十
一
）
●
這
一
向
―
「
這
」
は
、
こ
れ
。
こ
の
。「
一
向
」

は
ひ
と
こ
ろ
の
意
。「
只
因
這
一
向
他
病
了
、事
多
、這
大
奶
奶
暫
管
幾
日
」（『
紅

こ
し
の
も
の
ぬ
き

つ
ゝ
み

く
る
わ

に
よ
う
ほ
う

わ
か
い
も
の

し
は
ら
く

て
う
じ
や

ひ
な
つ
る
ゆ
る
や
か

て
う
し
や

ち
よ
ら
う

よ
ろ
こ
ふ

も
て
な
し

よ
ふ
け
る

わ
か
や

あ
け
か
た

楼
夢
』
六
五
回
）
●
可
礫
―
男
芸
者
、
佳
陸
（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
春
、
蔦

屋
板
新
吉
原
細
見
『
扇
の
的
』）
か
。
●
哥
妓
―
女
芸
者
の
意
。「
客き
や
く
じ
ん人な

ど
は

取と
つ

つ
か
ま
つ
た
哥
を
ん
な
げ
い
し
や
妓
や
三さ
み
せ
ん絃
ひ
き
の
み
じ
め
を
見
る
斗ば
か
り
」（
文
化
一
〇

〈
一
八
一
三
〉
刊
『
浮
世
風
呂
』
第
四
編
巻
之
中
）
●
両
〃
三
〃
―
両
三
は
二

つ
三
つ
、
二
三
の
意
。「
嘉か

例れ
い

に
て
元
日
に
七
福
と
云
ふ
こ
と
を
す
る
。
友と
も
た
ち達

両
三
人
、
ど
う
そ
御
嘉
例
の
七
福
が
見
た
い
と
待ま
つ

う
ち
」（
安
永
一
〇

〈
一
七
八
一
〉
序
『
い
か
の
ぼ
り
』「
七
福
」）
●
小
厮
―
小
僧
。
年
少
の
召
使
い
。

「
随
身
常
使
小
厮
二
名
」（『
紅
楼
夢
』
四
八
回
）「
彼か
れ

幼お
さ
な
く稚
て
父ふ

ぼ母
を
喪
う
し
な
ひし
か
ば

藤と
う
い
ち市

養や
し
なひ

と
り
て
わ
が
子こ

と
し
片か
た

田た

の
浦う
ら

な
る
豪と
む
い
へ家

に
つ
か
は
し
て
小こ
も
の厮

と
な

し
お
き
つ
る
に
」（
文
化
四
〈
一
八
〇
七
〉
刊
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
巻
之
四
）

●
私
語
―
「
彼
女
郎
舟ふ
ね

に
の
り
さ
ま
に
私さ
ゝ
や
き語

し
は
こ
な
た
は
日
本
の
地
に
居ゐ

ぬ

人
じ
や
」
と
申ま
う
しけ

る
」（
天
和
二
〈
一
六
八
二
〉
刊
『
好
色
一
代
男
』
巻
三
の
五
）

●
丁
香
楼
―
丁
香
は
丁
子
。
江
戸
町
二
丁
目
の
妓
楼
、
丁
子
屋
庄
蔵
。
●
雛
鶴

―
丁
子
屋
抱
え
の
遊
女
、
ひ
な
づ
る
。
●
従
容
―
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。

●
東
道
―
東
方
へ
赴
く
旅
人
を
も
て
な
す
主
人
の
意
。
主
人
と
な
っ
て
来
客
の

案
内
や
世
話
を
す
る
者
。「
若
舎
鄭
以
為
東
道
主
。
行
李
之
往
来
」（『
春
秋
左

氏
伝
』
僖
公
伝
三
十
年
）「
東ト
ン

道ダ
〇
ウ　

テ
イ
シ
ユ
」（『
唐
話
纂
要
』）
●
お
ぶ
さ
る

―
お
ぶ
さ
っ
て
自
身
の
足
を
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
他
人
の
力
や
金
に
頼
る
こ

と
。「
お
ぶ
さ
る
　
是
も
人
の
銭
か
ね
で
あ
そ
び
に
行
事
也
わ
が
も
の
を
つ
か

わ
ぬ
ゆ
へ
人
に
つ
れ
ら
れ
ね
ば
ゆ
か
ぬ
か
ら
善
光
寺
の
如
来
の
よ
し
み
つ
に
お

ぶ
さ
る
よ
り
出
た
り
」（
安
永
七
〈
一
七
七
八
〉
刊
『
胡
蝶
夢
』）
●
鶏
舌
楼
―

鶏
舌
は
丁
子
。
天
明
八
〈
一
七
八
八
〉
序
『
傾
城
觿
』
で
も
江
戸
町
二
丁
目
の

妓
楼
、
丁
子
屋
を
鶏
舌
楼
と
称
し
て
い
る
。
●
沈
魚
落
雁
―
絶
世
の
美
女
の
た

と
え
。
も
と
の
逸
話
は
人
の
美
醜
の
判
断
は
魚
や
鳥
と
違
い
、
人
間
が
美
人
だ

と
思
っ
て
も
、
動
物
た
ち
は
見
か
け
た
ら
逃
げ
る
だ
け
だ
と
い
う
相
対
性
を
論

じ
た
も
の
。「
毛
嬙
、
麗
姬
、
人
之
所
美
也
、
魚
見
之
深
入
、
鳥
見
之
高
飛
、

麋
鹿
見
之
決
驟
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
）
●
西
施
毛
嬙
―
西
施
と
毛
嬙
。
い
ず

れ
も
古
代
中
国
に
お
い
て
美
人
と
し
て
名
高
い
女
性
。「
青せ
い
た
い黛
の
眉ま
ゆ

の
渡わ
た

り

丹た
ん
く
わ花
の
口く
ち

付つ

キ
愛あ
い
〳
〵々

李り

の
粧よ
そ
ほ
ひ
芙ふ

蓉や
う

の
眸
ま
な
じ
り

緑み
ど
りの
笄
か
ん
ざ
し

雪ゆ
き

の
肌は
だ

へ
毛も
う
せ
う嬙
西せ
い

施し

は

四
百
余よ

州し
う

の
沙さ

汰た

盛ざ
か

り
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
一
騎
夜
行
』）
●
お
さ

〳
〵
―
確
か
に
、
ち
ゃ
ん
と
の
意
。「
親
〳
〵
の
女ぜ
げ
ん
じ
ま

衒
縞
は
富と
ひ
ざ
わ沢

町
の
か
ら
衣

と
飛
行
着き

つ
ゝ
馴な
れ

た
る
色し
き

紙し

織お
り

に
再さ
い
く
わ
い会し

お
さ
〳
〵
劣
し
凌し
の
ぎの

苦く
る

し
さ
」（
宝

暦
五
〈
一
七
五
五
〉
刊
『
禁
現
大
福
帳
』
二
之
巻
）
●
三
舎
を
さ
く
―
三
舎
（
舎

は
軍
隊
が
一
日
歩
い
て
移
動
す
る
距
離
を
あ
ら
わ
す
）
の
距
離
を
お
く
。
及
ば

ぬ
相
手
と
し
て
憚
る
の
意
。
一
目
置
く
こ
と
の
た
と
え
。「
若
以
君
之
霊
。
得

反
晋
国
。
晋
楚
治
兵
。
遇
於
中
原
。
其
辟
君
三
舎
」（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
伝

二
十
三
年
）
●
欣
躍
―
欣
喜
雀
躍
の
略
。
●
私
房
―
個
人
の
部
屋
。
こ
こ
で
は

各
遊
女
の
部
屋
。
●
鶏
鳴
―
一
番
鶏
の
鳴
く
明
け
方
。「
鶏
鳴
に
は
か
り
こ
と

あ
り
奈
ら
の
町
」（『
川
柳
評
万
句
合
』
宝
暦
七
〈
一
七
五
七
〉）

　
　《
翻
刻
》

鴛ゑ
ん

鴦わ
う

の
衾

ふ
す
ま
女
良
の

夜
具
也
ぐ
す
と
着き

の
寐ね

る
と
ほ
ど
な
く
傾け

い

来き
た

り
て
も
う
ね
な
ん
し
た

か
と
た
ば
こ
を
吸す

い

つ
け
さ
し
出
し
今こ

宵よ
ひ

は
寒さ

む

ふ
御
ざ
ん
す
と
や
ら
い
ひ
な
が
ら

ぐ
つ
と
這は

入い
つ

て
寐
た
所
か
傾
蓋か

い

宛
あ
た
か
も

旧き
う

識し
き

に
等ひ

と

し
旧
識
は
な
し
み
の
こ
と
て
あ
る

傾
蓋
は
始
て
逢
ふ
た
る
こ
と
そ
世せ

上
し
や
う
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楼
夢
』
六
五
回
）
●
可
礫
―
男
芸
者
、
佳
陸
（
安
永
八
〈
一
七
七
九
〉
春
、
蔦

屋
板
新
吉
原
細
見
『
扇
の
的
』）
か
。
●
哥
妓
―
女
芸
者
の
意
。「
客き
や
く
じ
ん人な
ど
は

取と
つ

つ
か
ま
つ
た
哥
を
ん
な
げ
い
し
や
妓
や
三さ
み
せ
ん絃
ひ
き
の
み
じ
め
を
見
る
斗ば
か
り
」（
文
化
一
〇

〈
一
八
一
三
〉
刊
『
浮
世
風
呂
』
第
四
編
巻
之
中
）
●
両
〃
三
〃
―
両
三
は
二

つ
三
つ
、
二
三
の
意
。「
嘉か

例れ
い

に
て
元
日
に
七
福
と
云
ふ
こ
と
を
す
る
。
友と
も
た
ち達

両
三
人
、
ど
う
そ
御
嘉
例
の
七
福
が
見
た
い
と
待ま
つ

う
ち
」（
安
永
一
〇

〈
一
七
八
一
〉
序
『
い
か
の
ぼ
り
』「
七
福
」）
●
小
厮
―
小
僧
。
年
少
の
召
使
い
。

「
随
身
常
使
小
厮
二
名
」（『
紅
楼
夢
』
四
八
回
）「
彼か
れ

幼お
さ
な
く稚
て
父ふ

ぼ母
を
喪
う
し
な
ひし
か
ば

藤と
う
い
ち市

養や
し
なひ

と
り
て
わ
が
子こ

と
し
片か
た

田た

の
浦う
ら

な
る
豪と
む
い
へ家

に
つ
か
は
し
て
小こ
も
の厮

と
な

し
お
き
つ
る
に
」（
文
化
四
〈
一
八
〇
七
〉
刊
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
巻
之
四
）

●
私
語
―
「
彼
女
郎
舟ふ
ね

に
の
り
さ
ま
に
私さ
ゝ
や
き語
し
は
こ
な
た
は
日
本
の
地
に
居ゐ

ぬ

人
じ
や
」
と
申ま
う
しけ

る
」（
天
和
二
〈
一
六
八
二
〉
刊
『
好
色
一
代
男
』
巻
三
の
五
）

●
丁
香
楼
―
丁
香
は
丁
子
。
江
戸
町
二
丁
目
の
妓
楼
、
丁
子
屋
庄
蔵
。
●
雛
鶴

―
丁
子
屋
抱
え
の
遊
女
、
ひ
な
づ
る
。
●
従
容
―
ゆ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。

●
東
道
―
東
方
へ
赴
く
旅
人
を
も
て
な
す
主
人
の
意
。
主
人
と
な
っ
て
来
客
の

案
内
や
世
話
を
す
る
者
。「
若
舎
鄭
以
為
東
道
主
。
行
李
之
往
来
」（『
春
秋
左

氏
伝
』
僖
公
伝
三
十
年
）「
東ト
ン

道ダ
〇
ウ　

テ
イ
シ
ユ
」（『
唐
話
纂
要
』）
●
お
ぶ
さ
る

―
お
ぶ
さ
っ
て
自
身
の
足
を
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
他
人
の
力
や
金
に
頼
る
こ

と
。「
お
ぶ
さ
る
　
是
も
人
の
銭
か
ね
で
あ
そ
び
に
行
事
也
わ
が
も
の
を
つ
か

わ
ぬ
ゆ
へ
人
に
つ
れ
ら
れ
ね
ば
ゆ
か
ぬ
か
ら
善
光
寺
の
如
来
の
よ
し
み
つ
に
お

ぶ
さ
る
よ
り
出
た
り
」（
安
永
七
〈
一
七
七
八
〉
刊
『
胡
蝶
夢
』）
●
鶏
舌
楼
―

鶏
舌
は
丁
子
。
天
明
八
〈
一
七
八
八
〉
序
『
傾
城
觿
』
で
も
江
戸
町
二
丁
目
の

妓
楼
、
丁
子
屋
を
鶏
舌
楼
と
称
し
て
い
る
。
●
沈
魚
落
雁
―
絶
世
の
美
女
の
た

と
え
。
も
と
の
逸
話
は
人
の
美
醜
の
判
断
は
魚
や
鳥
と
違
い
、
人
間
が
美
人
だ

と
思
っ
て
も
、
動
物
た
ち
は
見
か
け
た
ら
逃
げ
る
だ
け
だ
と
い
う
相
対
性
を
論

じ
た
も
の
。「
毛
嬙
、
麗
姬
、
人
之
所
美
也
、
魚
見
之
深
入
、
鳥
見
之
高
飛
、

麋
鹿
見
之
決
驟
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
）
●
西
施
毛
嬙
―
西
施
と
毛
嬙
。
い
ず

れ
も
古
代
中
国
に
お
い
て
美
人
と
し
て
名
高
い
女
性
。「
青せ
い
た
い黛
の
眉ま
ゆ

の
渡わ
た

り

丹た
ん
く
わ花
の
口く
ち

付つ

キ
愛あ
い
〳
〵々

李り

の
粧よ
そ
ほ
ひ
芙ふ

蓉や
う

の
眸
ま
な
じ
り

緑み
ど
りの
笄
か
ん
ざ
し

雪ゆ
き

の
肌は
だ

へ
毛も
う
せ
う嬙
西せ
い

施し

は

四
百
余よ

州し
う

の
沙さ

汰た

盛ざ
か

り
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
刊
『
一
騎
夜
行
』）
●
お
さ

〳
〵
―
確
か
に
、
ち
ゃ
ん
と
の
意
。「
親
〳
〵
の
女ぜ
げ
ん
じ
ま

衒
縞
は
富と
ひ
ざ
わ沢

町
の
か
ら
衣

と
飛
行
着き

つ
ゝ
馴な
れ

た
る
色し
き

紙し

織お
り

に
再さ
い
く
わ
い会し

お
さ
〳
〵
劣
し
凌し
の
ぎの

苦く
る

し
さ
」（
宝

暦
五
〈
一
七
五
五
〉
刊
『
禁
現
大
福
帳
』
二
之
巻
）
●
三
舎
を
さ
く
―
三
舎
（
舎

は
軍
隊
が
一
日
歩
い
て
移
動
す
る
距
離
を
あ
ら
わ
す
）
の
距
離
を
お
く
。
及
ば

ぬ
相
手
と
し
て
憚
る
の
意
。
一
目
置
く
こ
と
の
た
と
え
。「
若
以
君
之
霊
。
得

反
晋
国
。
晋
楚
治
兵
。
遇
於
中
原
。
其
辟
君
三
舎
」（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
伝

二
十
三
年
）
●
欣
躍
―
欣
喜
雀
躍
の
略
。
●
私
房
―
個
人
の
部
屋
。
こ
こ
で
は

各
遊
女
の
部
屋
。
●
鶏
鳴
―
一
番
鶏
の
鳴
く
明
け
方
。「
鶏
鳴
に
は
か
り
こ
と

あ
り
奈
ら
の
町
」（『
川
柳
評
万
句
合
』
宝
暦
七
〈
一
七
五
七
〉）

　
　《
翻
刻
》

鴛ゑ
ん

鴦わ
う

の
衾

ふ
す
ま
女
良
の

夜
具
也
ぐ
す
と
着き

の
寐ね

る
と
ほ
ど
な
く
傾け

い

来き
た

り
て
も
う
ね
な
ん
し
た

か
と
た
ば
こ
を
吸す

い

つ
け
さ
し
出
し
今こ

宵よ
ひ

は
寒さ

む

ふ
御
ざ
ん
す
と
や
ら
い
ひ
な
が
ら

ぐ
つ
と
這は

入い
つ

て
寐
た
所
か
傾
蓋か

い

宛
あ
た
か
も

旧き
う

識し
き

に
等ひ

と

し
旧
識
は
な
し
み
の
こ
と
て
あ
る

傾
蓋
は
始
て
逢
ふ
た
る
こ
と
そ
世せ

上
し
や
う
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の
は
な
し
何
や
か
や
種
〃
は
な
し
て
火く

は

坑か
う

へ
零れ

い

落ら
く

し
た
る
来ら

い

由ゆ

を
か
た
り
薄は

く

命め
い

を
な
け
く
芳は

う

容よ
う

ま
こ
と
に
（
十
二
オ
）
梨り

花く
わ

帯あ
め
を

雨お
ひ

た
る
光こ

う

景け
い

い
や
も
う
詞こ

と
ば
に

も
述の

べ

が
た
し
梨
花
帯
雨
は
美
人
な
げ

く
か
ん
ば
せ
に
た
と
ふ
丫あ

鬟く
わ
んに
た
ば
こ
の
火
を
と
り
よ
せ
一
ぷ
く
の
み

又
一
ふ
く
吸す

い

付つ
け

て
差さ

し

出い
た

し
そ
れ
か
ら
羅ら

襦じ
ゆ

宝ほ
う

帯た
い

不
佞
が
為た

め

に
解と

ひ

て
帯
ひ
も

と
く
也
ひ
た

と
よ
り
そ
ふ
其そ

の

肌は
た
へは
凝こ

れ

る
脂あ

ふ
ら
の
こ
と
く
そ
の
と
り
な
し
は
漆う

る
し
と
膠に

か
は
の
こ
と
し
終つ

い

に
巫ふ

山さ
ん

の
夢ゆ

め

を
む
す
ば
ん
と
巫
山
の
夢
は
楚
襄
王
の
故
事
也

件
の
一
義
を
な
さ
ん
と
い
ふ
事
也
や
を
ら
牝ひ

ん

口こ
う

に
な
ん
〳
〵

と
し
て
牝
口
は
女
の
両
股
の
間
陰
に
し
て
か

け
た
る
所
な
ん
〳
〵
は
む
か
ふ
也
俳は

い

徊く
わ
いし
て
す
ゝ
ま
ず
俳
徊
は
手
ま
と
つ

て
す
ゝ
ま
ぬ
也
か
の
妓ぎ

只ひ
た
す
ら顧
鼓つ

ゞ
みを
鳴な

ら

し
て
春

し
ゆ
ん

心し
ん

を
う
ご
か
す
つ
ゞ
み
を
な
ら
す
は
し
き
り
に
す
ゝ
む
る
也

春
心
を
う
ご
か
す
は
気
を
わ
る
く
さ
せ
る
也
よ
う
や
く

佳か

境き
や
うに
い
れ
は
佳
境
に
い
る
は

心
よ
く
な
る
也
金き

ん

蓮れ
ん

双そ
う

鎖さ

し
て
動ど

う

札さ
つ

す
不
佞
も
慢ま

ん

打だ

軽け
い

敵て
き

の
法
を

以
て
左さ

支し

右う

持じ

の
法
を
用も

ち

ひ
け
れ
は
喘せ

ん

気き

呼こ

〃〳
〵

的て
き

呉ご

牛ぎ
う

喘つ
き
に

月あ
へ
くが
こ
と
く
し

か
も
蔡さ

い

妃き

蕩ふ
ね
を

舟と
う
す

趣お
も
む
きあ
り
左
伝
語
大
き
に
身
を

う
こ
か
す
に
た
と
ふ

　
　《
語
釈
》

●
鴛
鴦
の
衾
―
夫
婦
同
衾
の
寝
具
。「
鴛ゑ
ん
あ
ふ鴦

の
衾ふ
す
まの

内
に
交
せ
し
情な
さ
けは

し
ば
し

の
夢
の
戯
れ
」（
元
禄
七
〈
一
六
九
四
〉
刊
『
好
色
万
金
丹
』
巻
之
一
の
三
）

●
ぐ
す
と
―
あ
る
も
の
に
す
っ
ぽ
り
と
入
り
込
む
さ
ま
を
い
う
擬
態
語
。「
ヤ

ア
ハ
ア
又
参ま
い

つ
て
候
と
鳴な

り
込こ

む
あ
た
ま
の
萌も
へ
ぎ
づ
き
ん

黄
頭
巾
ぐ
す
と
か
ぶ
つ
た
所
は

毛け

が
あ
る
や
ら
な
い
や
ら（
安
永
四〈
一
七
七
五
〉刊『
選
怪
興
』「
無
腰
入
道
」）

●
傾
―
傾
城
の
下
略
。「
是
は
め
い
わ
く
お
ら
が
傾け
い

な
ど
は
今い
ま

が
た
や
う
〳
〵

来
て
先
あ
の
通と
ほ

り
」（『
駅
舎
三
友
』）
●
傾
蓋
―
た
ま
た
ま
会
っ
て
親
し
く
な

る
こ
と
。
偶
然
出
会
っ
た
程
子
と
（
車
の
）
蓋
（
き
ぬ
が
さ
）
を
傾
け
て
親
し

く
話
し
込
ん
だ
と
い
う
逸
話
に
よ
る
。「
遭
程
子
於
塗
。
傾
蓋
而
語
、
終
日
甚

相
親
」（『
孔
子
家
語
』
致
思
）
●
火
坑
―
地
獄
に
あ
る
燃
え
て
い
る
穴
。
人
間

の
煩
悩
の
恐
ろ
し
さ
を
火
に
た
と
え
る
。
こ
こ
で
は
、
遊
女
に
身
を
落
と
す
事

を
い
う
。「
彼か
の

観
音
の
力
を
念ね
ん

ぜ
ば
火
く
わ
き
や
う坑

変へ
ん
じ
や
う
ち

成
池
刀た
う
じ
ん尋

段だ
ん
〳
〵
ゑ

〃
壞
と
説と
か

れ
し
は

釈し
や
く
そ
ん尊

一い
ち

時じ

の
方
便
に
て
」（
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
刊
『
根
無
草
後
編
』
巻
之

五
）
●
梨
花
帯
雨
た
る
―
美
女
が
悩
み
悲
し
む
さ
ま
を
い
う
「
梨
花
一
枝
春
の

雨
を
帯
ぶ
」
に
よ
る
。
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
の
一
節
。
●
丫
鬟
―
年
少
の
侍

女
。
こ
こ
で
は
禿
を
い
う
。「
雛し
ん
ざ
う妓
の
鬢び
ん
さ
し差
逆さ
か
し
まに
飜
ひ
る
が
へり
丫か
む
ろ鬟
の
前ま
へ
が
み髪
横
よ
こ
つ
ち
よに
み

だ
れ
」（
寛
政
三
〈
一
七
九
一
〉
刊
『
錦
之
裏
』）
●
巫
山
の
夢
―
成
語
「
雲
雨

の
交
わ
り
」
の
元
と
な
る
『
文
選
』
所
収
の
「
高
唐
賦
」
に
よ
る
。
楚
の
懐
王

が
宗
玉
と
と
も
に
高
唐
に
遊
ん
だ
際
に
昼
寝
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
夢
に
「
巫

山
の
む
す
め
」
と
名
乗
る
女
が
現
れ
契
り
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
、
朝
は
雲
、
夕
に

は
雨
と
な
っ
て
訪
れ
ま
す
と
言
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
懐
王
が
巫
山
を
眺
め
る

と
そ
の
通
り
に
雲
が
湧
き
た
っ
た
の
で
、
こ
の
神
女
の
た
め
に
朝
雲
廟
を
建
て

た
と
い
う
逸
話
。「
玉
曰
、
昔
者
先
王
嘗
遊
高
唐
、
怠
而
昼
寝
。
夢
見
一
婦
人
、

曰
、
妾
巫
山
之
女
也
。
為
高
唐
之
客
。
聞
君
遊
高
唐
、
願
薦
枕
席
。
王
因
幸
之
。

去
而
辞
曰
、
妾
在
巫
山
之
陽
、
高
丘
之
阻
。
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
。
朝
朝
暮

暮
、
陽
台
之
下
。
旦
朝
視
之
如
言
。
故
為
立
廟
、
号
曰
朝
雲
。」「
頂
て
つ
へ
んか
ら
爪つ
ま
さ
き先

ま
で
。
恋こ
い

と
情な
さ
けを

一
卜
か
た
め
に
し
た
る
引ひ
ん
ぬ
き抜

の
女に
よ

良ら

意い

に
は
。
巫ふ
さ
ん山

の
神し
ん

女

も
指ゆ
び

を
く
わ
へ
」（
宝
暦
四
〈
一
七
五
四
〉
刊
『
当
世
花
街
談
義
』
三
）
●
只

顧
―
「
あ
の
妓ぎ

も
く
ら
は
れ
ね
へ
や
つ
だ
お
れ
も
只ひ
た
す
ら顧

嘆た
ん
そ
く息

し
た
」（
寛
政
二

〈
一
七
九
〇
〉
刊
『
繁
千
話
』）
●
鼓
を
鳴
し
て
―
攻
め
た
て
る
の
意
。「
小
子

鳴
鼓
而
攻
之
」（『
論
語
』
先
進
）
●
春
心
―
好
色
な
気
持
ち
。「
仏ぶ
つ

弟で

子し

の
難な
ん

な
か
れ
の
み

お
ち
ふ
れ

ふ
し
や
は
せ

か
た
ち

あ
り
さ
ま

か
ぶ
ろ

あ
し
で
し
め
る

は
た
ら
く

そ
ろ
〳
〵
あ
し
ら
ふ

ひ
た
り
へ
さ
ゝ
へ
み
き
へ
た
も
つ

い
き
も
つ
き
あ
へ
ず

陀だ

も
美び

女ぢ
よ

に
春
し
ゆ
ん

心し
ん

の
過あ
や
ま
ち所
あ
り
」（
天
保
六
〈
一
八
三
五
〉
序
『
春
色
辰
巳
園
』

第
三
編
序
）

　
　《
翻
刻
》

既す
で

に
（
十
三
オ
）
雲う

ん

雨う

の
夢
は
さ
め
て
雲
雨
の
夢
は
楚
襄
王
故
事
一
義
相

済
し
事
を
ゆ
め
さ
む
る
と
い
ふ
也
初し

よ

見く
わ
いか
ら
赤せ

き

心し
ん

を
あ
か
す
不
佞
を
有ゆ

う

趣し
ゆ

人じ
ん

と
お
も
ふ
様や

う

子す

じ
や
が
所

せ
ん
す
る

詮と
こ
ろ

楊よ
う

花く
わ

水す
い

性し
や
うか
と
疑

う
た
か

ふ
と
見
へ
る
不
佞
も
最さ

い

初し
よ

は
い
ろ
〳
〵
食し

よ
く

言げ
ん

し
た
が
食
言
は
こ
と
を
は
む

也
そ
ら
言
を
云
也
わ
れ

嘗か
つ
て

軽け
い

薄は
く

の
児じ

に
あ
ら
ず
何
ぞ
虎こ

狼ら
う

の
心
を
い
だ
か
ん
終つ

い

に
寸す

ん

丹た
ん

を
あ
か
し
て

来き

た
兎と

角か
く

す
る
う
ち
は
や
五ご

更か
う
の

天て
ん

茶
屋
の
迎
ひ
に
籃ら

ん

輿よ

を
（
十
三
ウ
）
命め

い

じ

て
夜よ

深ふ
か

に
帰か

へ

ら
ん
と
す
れ
ば
馬ば

鹿か

ら
し
い
ま
だ
は
や
う
御
ざ
ん
す
と
い
ふ
い
や

所し
よ

詮せ
ん

は
や
く
か
へ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
身
の
う
へ
幾い

く

日か

に
こ
よ
う
と
再さ

い

会く
は
いを
う
ら
や
く

そ
く
也

約や
く

し
て
来
た
か
月つ

き

落お
ち

鳥と
り

鳴な
き

て
暁
の
け

し
き
也
は
や
大た

い

刀と
う

頭と
う

の
‐
‐
‐
は
剣
の
飾
頭
に
環
有

か
へ
る
と
い
ふ
事
に
た
と
ふ
場ば

に
い

た
れ
ば
そ
ん
な
ら
あ
さ
つ
て
来
な
ん
し
待ま

つ

て
ゐ
ん
す
と
い
ふ
言こ

と

な
を
耳み

ゝ

に
あ
り

て
（
十
四
オ
）
恋れ

ん

〃〳
〵

と
し
て
や
ま
ず
今
朝
の
空そ

ら

合あ
い

雨あ
め

と
な
り
雲く

も

と
な
り
て
た
ゞ

か
の
神
女
が
こ
と
の
み
思
ひ
て
神
女
は
昨
夜
の

女
ら
う
を
さ
す
わ
す
れ
が
た
し

　
　《
語
釈
》

●
雲
雨
の
夢
―
巫
山
の
夢
の
項
参
照
。
●
赤
心
―
偽
り
の
な
い
真
心
。「
青
雲

ハ
先
赤
心
を
こ
ゝ
ろ
ざ
せ
」（『
柳
多
留
』
一
〇
五
）
●
有
趣
人
―
有
趣
は
興
味

深
い
、
面
白
み
が
あ
る
の
意
。「
や
み
ら
め
つ
ち
や
の
野や

ぼ父
で
は
い
か
ん

有す

い
趣
人
と
い
は
る
ゝ
う
れ
し
さ
は
是
大
通
の
一
徳と
く

と
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉

刊
『
弁
蒙
通
人
講
釈
』
序
）「
か
み
の
品
し
も
の
き
ざ
み
。
有わ
け
し
り

趣
人
の
規き

く矩
に

つ
き
て
」（
天
明
五
〈
一
七
八
五
〉
刊
『
息
子
部
屋
』
序
）
●
楊
花
水
性
―
楊

花
は
ヤ
ナ
ギ
の
花
。
美
女
を
い
う
。
北
宋
の
詩
人
、
蘇
舜
欽
の
「
春
睡
」
中
の

「
夢
似
楊
花
千
里
飛
」
に
よ
る
。
水
性
は
み
ず
し
ょ
う
。
女
性
の
浮
気
な
性
質

の
意
。「
水
性
の
ざ
つ
書
も
つ
ら
き
流
の
身
」（『
菊
丈
万
句
合
』
宝
暦
七

〈
一
七
五
七
〉
●
虎
狼
の
心
―
貪
欲
で
残
忍
な
心
。「
そ
の
父ち
ゝ

罪つ
み

あ
り
と
て
そ
の

子こ

に
仰お
ふ

せ
て
討う
た

せ
ん
は
民た
み

に
虎こ
ら
う狼
の
こ
ゝ
ろ
を
教を
し
ゆる
に
あ
ら
ず
や
」（
文
化
四

〈
一
八
〇
七
〉
刊
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
第
十
五
回
）
●
寸
丹
―
自
身
の
心
を

へ
り
く
だ
っ
て
い
う
。
●
五
更
天
―
五
更
は
現
在
の
午
前
五
時
前
後
。
夜
明
け
。

「
昨
夜
喞
喞

直
閙
到
五
更
天
才
睡
下
」（『
紅
楼
夢
』
第
四
八
回
）「
生あ
な

憎
に
く
や

隣り
ん
け
い鶏

唱ご
こ
う
を
と
な
ふ

五
更
」（『
当
世
花
街
談
義
』
三
）
●
籃
輿
―
竹
製
の
駕
籠
。「
徳
に
人

の
大
門
口
に
至い
た

ら
し
む
る
の
は
や
籃か

ご輿
は
。
此こ
れ

に
し
く
も
の
有あ
る

べ
か
ら
す
」（
寛

政
二
〈
一
七
九
〇
〉
刊
『
京
伝
予
誌
』
序
）
●
月
落
鳥
鳴
て
―
本
来
は
「
月
落

ち
烏か
ら
す啼

い
て
霜
天
に
満
つ
」。
盛
唐
の
詩
人
、
張
継
の
詩「
楓
橋
夜
泊
」に
よ
る
。

以
下
続
く
。

ま
こ
と

い

き

ひ

と

う

は

き

も

の

も
と
よ
り
じ
や
う
な
し

む
こ
い

じ
つ
じ
や
う

い
ひ
つ
け
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陀だ

も
美び

女ぢ
よ

に
春
し
ゆ
ん

心し
ん

の
過あ
や
ま
ち所
あ
り
」（
天
保
六
〈
一
八
三
五
〉
序
『
春
色
辰
巳
園
』

第
三
編
序
）

　
　《
翻
刻
》

既す
で

に
（
十
三
オ
）
雲う

ん

雨う

の
夢
は
さ
め
て
雲
雨
の
夢
は
楚
襄
王
故
事
一
義
相

済
し
事
を
ゆ
め
さ
む
る
と
い
ふ
也
初し

よ

見く
わ
いか
ら
赤せ

き

心し
ん

を
あ
か
す
不
佞
を
有ゆ

う

趣し
ゆ

人じ
ん

と
お
も
ふ
様や

う

子す

じ
や
が
所

せ
ん
す
る

詮と
こ
ろ

楊よ
う

花く
わ

水す
い

性し
や
うか
と
疑

う
た
か

ふ
と
見
へ
る
不
佞
も
最さ

い

初し
よ

は
い
ろ
〳
〵
食し

よ
く

言げ
ん

し
た
が
食
言
は
こ
と
を
は
む

也
そ
ら
言
を
云
也
わ
れ

嘗か
つ
て

軽け
い

薄は
く

の
児じ

に
あ
ら
ず
何
ぞ
虎こ

狼ら
う

の
心
を
い
だ
か
ん
終つ

い

に
寸す

ん

丹た
ん

を
あ
か
し
て

来き

た
兎と

角か
く

す
る
う
ち
は
や
五ご

更か
う
の

天て
ん

茶
屋
の
迎
ひ
に
籃ら

ん

輿よ

を
（
十
三
ウ
）
命め

い

じ

て
夜よ

深ふ
か

に
帰か

へ

ら
ん
と
す
れ
ば
馬ば

鹿か

ら
し
い
ま
だ
は
や
う
御
ざ
ん
す
と
い
ふ
い
や

所し
よ

詮せ
ん

は
や
く
か
へ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
身
の
う
へ
幾い

く

日か

に
こ
よ
う
と
再さ

い

会く
は
いを
う
ら
や
く

そ
く
也

約や
く

し
て
来
た
か
月つ

き

落お
ち

鳥と
り

鳴な
き

て
暁
の
け

し
き
也
は
や
大た

い

刀と
う

頭と
う

の
‐
‐
‐
は
剣
の
飾
頭
に
環
有

か
へ
る
と
い
ふ
事
に
た
と
ふ
場ば

に
い

た
れ
ば
そ
ん
な
ら
あ
さ
つ
て
来
な
ん
し
待ま

つ

て
ゐ
ん
す
と
い
ふ
言こ

と

な
を
耳み

ゝ

に
あ
り

て
（
十
四
オ
）
恋れ

ん

〃〳
〵

と
し
て
や
ま
ず
今
朝
の
空そ

ら

合あ
い

雨あ
め

と
な
り
雲く

も

と
な
り
て
た
ゞ

か
の
神
女
が
こ
と
の
み
思
ひ
て
神
女
は
昨
夜
の

女
ら
う
を
さ
す
わ
す
れ
が
た
し

　
　《
語
釈
》

●
雲
雨
の
夢
―
巫
山
の
夢
の
項
参
照
。
●
赤
心
―
偽
り
の
な
い
真
心
。「
青
雲

ハ
先
赤
心
を
こ
ゝ
ろ
ざ
せ
」（『
柳
多
留
』
一
〇
五
）
●
有
趣
人
―
有
趣
は
興
味

深
い
、
面
白
み
が
あ
る
の
意
。「
や
み
ら
め
つ
ち
や
の
野や

ぼ父
で
は
い
か
ん

有す

い
趣
人
と
い
は
る
ゝ
う
れ
し
さ
は
是
大
通
の
一
徳と
く

と
」（
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉

刊
『
弁
蒙
通
人
講
釈
』
序
）「
か
み
の
品
し
も
の
き
ざ
み
。
有わ
け
し
り

趣
人
の
規き

く矩
に

つ
き
て
」（
天
明
五
〈
一
七
八
五
〉
刊
『
息
子
部
屋
』
序
）
●
楊
花
水
性
―
楊

花
は
ヤ
ナ
ギ
の
花
。
美
女
を
い
う
。
北
宋
の
詩
人
、
蘇
舜
欽
の
「
春
睡
」
中
の

「
夢
似
楊
花
千
里
飛
」
に
よ
る
。
水
性
は
み
ず
し
ょ
う
。
女
性
の
浮
気
な
性
質

の
意
。「
水
性
の
ざ
つ
書
も
つ
ら
き
流
の
身
」（『
菊
丈
万
句
合
』
宝
暦
七

〈
一
七
五
七
〉
●
虎
狼
の
心
―
貪
欲
で
残
忍
な
心
。「
そ
の
父ち
ゝ

罪つ
み

あ
り
と
て
そ
の

子こ

に
仰お
ふ

せ
て
討う
た

せ
ん
は
民た
み

に
虎こ
ら
う狼
の
こ
ゝ
ろ
を
教を
し
ゆる
に
あ
ら
ず
や
」（
文
化
四

〈
一
八
〇
七
〉
刊
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
第
十
五
回
）
●
寸
丹
―
自
身
の
心
を

へ
り
く
だ
っ
て
い
う
。
●
五
更
天
―
五
更
は
現
在
の
午
前
五
時
前
後
。
夜
明
け
。

「
昨
夜
喞
喞

直
閙
到
五
更
天
才
睡
下
」（『
紅
楼
夢
』
第
四
八
回
）「
生あ
な

憎
に
く
や

隣り
ん
け
い鶏

唱ご
こ
う
を
と
な
ふ

五
更
」（『
当
世
花
街
談
義
』
三
）
●
籃
輿
―
竹
製
の
駕
籠
。「
徳
に
人

の
大
門
口
に
至い
た

ら
し
む
る
の
は
や
籃か

ご輿
は
。
此こ
れ

に
し
く
も
の
有あ
る

べ
か
ら
す
」（
寛

政
二
〈
一
七
九
〇
〉
刊
『
京
伝
予
誌
』
序
）
●
月
落
鳥
鳴
て
―
本
来
は
「
月
落

ち
烏か
ら
す啼

い
て
霜
天
に
満
つ
」。
盛
唐
の
詩
人
、
張
継
の
詩「
楓
橋
夜
泊
」に
よ
る
。

以
下
続
く
。

ま
こ
と

い

き

ひ

と

う

は

き

も

の

も
と
よ
り
じ
や
う
な
し

む
こ
い

じ
つ
じ
や
う

い
ひ
つ
け
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